
1

ロ
シ
ア
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
生
産
の
見
通
し

１
　
石
油
生
産
の
見
通
し

ロ
シ
ア
は
、
第
２
章
の
第
2
節
で
述
べ
た
よ
う
に
十
年
間
の
低
迷
を
経
て
、
石
油
大
国
と
し
て
復
活
し

た
。
現
在
、
そ
の
影
響
力
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
肩
を
並
べ
、
国
際
石
油
市
場
を
動
か
し
て
い
る
。
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
生
産
量
が
、
能
力
の
上
限
に
近
づ
い
て
い
る
一
方
、
目
覚
ま
し
い
石
油
生
産
の
伸
び
を

示
し
て
き
た
ロ
シ
ア
は
、
今
後
も
こ
の
高
い
水
準
を
持
続
、
さ
ら
に
は
、
生
産
量
を
上
乗
せ
し
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ど
の
程
度
の
水
準
ま
で
い
け
る
だ
ろ
う
か
？
頭
打
ち
に
な
る
の
は
い

つ
で
、
や
が
て
く
る
減
退
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
だ
ろ
う
か
？
十
年
後
、
二
十
年
後
の
世
界
の
石
油

需
給
を
予
想
す
る
時
、
需
要
が
ど
こ
の
地
域
で
伸
び
、
供
給
の
主
役
が
ど
こ
に
移
る
か
は
最
も
基
本
的
な

問
題
で
あ
る
。

一
つ
の
国
の
石
油
生
産
量
は
、
短
期
的
に
は
投
資
の
関
数
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
十
分
な
井
戸
数
と

油
田
設
備
、
十
分
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
生
産
量
を
確
保
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
石
油
の
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生
産
量
を
維
持
し
、
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
必
要
な
投
資
が
な
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
次
い
で
、
中
期
的
に
み
る
と
、
そ
れ
は
技
術
の
関
数
と
い
え
る
。
技
術
革
新
は
、
採
取
の
難

し
か
っ
た
油
田
か
ら
の
生
産
を
可
能
に
し
、
石
油
生
産
の
コ
ス
ト
を
大
き
く
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
ま
で
経
済
性
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
石
油
鉱
床
が
、
生
産
技
術
の
進
歩
で
開
発
対
象
の
油
田
と
な
り

得
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ン
ポ
ス
沖
や
西
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
な
大
水
深
で
、
か
つ
て
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
堆

積
盆
地
が
、
商
業
探
鉱
の
範
疇
に
入
っ
て
く
る
。
こ
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
世
界
の
石
油
資
源
量
そ
の

も
の
が
増
加
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
長
期
的
に
は
石
油
の
生
産
量
は
地
質
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
関
数
で
あ
る
。

豊
か
な
埋
蔵
量
を
有
す
る
新
規
の
地
層
や
、
堆
積
盆
地
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
な
石
油
生

産
が
確
保
さ
れ
る
。

石
油
生
産
の
予
測
は
、
こ
の
よ
う
な
、
油
田
へ
の
投
資
規
模
、
技
術
革
新
の
推
移
、
優
良
な
地
質
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
新
規
地
域
の
発
見
な
ど
の
諸
要
素
を
踏
ま
え
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
そ
の
時
の
経
済
状
況
、
油
価
の
水
準
に
よ
っ
て
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
い
わ
ば
総
合
的
な
検

討
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
な
作
業
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
機
関
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
石
油
生
産
の
予
測
を
表
16
に
示
し
た
。
二
○
○
二
年
頃
は
、
ロ
シ

ア
の
石
油
増
産
が
本
格
化
し
て
、
今
後
の
生
産
予
測
に
注
目
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
予
測
が
集
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中
し
て
出
さ
れ
た
。
二
○
○
三
年
に
は
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
『
二
○
二
○
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
戦
略
』
が
発
表
さ
れ
た
が
、
二
○
○
五
年
の
生
産
量
予
測
と
し
た
四
億
二
○
○
○
万

は
、
二
○
○
三
年

の
実
績
で
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
○
○
四
年
に
な
っ
て
、
石
油
生
産
の
伸
び
は
若
干
鈍
り
は
じ
め
た
よ

う
に
み
え
る
が
、
こ
れ
は
地
質
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
上
限
に
近
づ
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
輸
出
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
能
力
の
上
限
に
近
づ
い
て
き
た
こ
と
、
加
え
て
過
重
な
輸
出
税
の
た
め
に
、
企
業
側
の
生
産
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
殺
が
れ
た
こ
と
が
実
際
の
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
今
、
ロ
シ
ア
で
現
実
的
な
問
題
と
し

て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
の
は
、
生
産
量
を
い
か
に
伸
ば
す
か
よ
り
も
、
輸
出
イ
ン
フ
ラ
を
い
か
に
速
く

拡
充
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

表
16
に
お
け
る
ユ
コ
ス
あ
る
い
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
投
資
銀
行
）
の
予
測
は
、
当
時
公
表

さ
れ
た
な
か
で
は
最
も
楽
観
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
産
業
側
の
見
解
を
物
語
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ベ
ル
（
二
○
○
二
年
）
は
、
ロ
シ
ア
の
残
存
可
採
埋
蔵
量
を
六
六
○
億

、
今
後
追
加
発
見
さ
れ

る
分
を
一
三
○
億

と
い
う
前
提
で
、
二
○
○
五
年
に
つ
い
て
は
他
者
に
ほ
ぼ
近
い
四
・
二
億

／
年
（
八

四
○
万

／
日
）
で
あ
る
も
の
の
、
二
○
一
○
年
に
は
三
・
八
億

／
年
（
七
六
○
万

／
日
）
ま
で
大
き
く

減
退
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
実
に
あ
っ
た
一
九
八
七
年
の
ロ
シ
ア
（
そ
し
て
ソ
連
）
の
生
産

ピ
ー
ク
こ
そ
が
、
こ
の
国
に
お
け
る
ピ
ー
ク
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
断
言
す
る
。
ロ
シ
ア
の
石
油
埋
蔵
量
に
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予
測
機
関

2005
2010

2015
2020

ユ
コ
ス
（

2002年
）

450
－

550
－

（
9.0）

（
11.0）

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（

2001年
）

421
512

552
595

（
8.4）

（
10.2）

（
11.0）

（
11.9）

キ
ャ
ン
ベ
ル
（

2002年
）

420
335

－
215

（
8.4）

（
6.7）

（
4.3）

ロ
シ
ア
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（

1999年
）

320
335

360
（

6.4）

ロ
シ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（

2002年
）

500（
10.0）

448（
8.95）

ロ
シ
ア
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（

2003年
）

420
445

450
450

（
8.4）

（
8.9）

（
9.0）

（
9.0）

表
16

ロ
シ
ア
の
石
油
生
産
予
測
に
関
す
る
諸
見
解

（
出
所
）
筆
者
作
成
。

（
単
位
：

100万
ト
ン
／
年
，
カ
ッ
コ
内
は

100万
バ
レ
ル
／
日
）



関
し
て
は
、
第
２
章
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
二
○
○
○
年
に
米
国
地
質
調
査
所
（
以
下
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ

Ｓ
）
は
残
存
埋
蔵
量
を
一
三
七
五
億
（
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
を
含
む
）、
今
後
期
待
さ
れ
る
未
発
見
埋
蔵
量
を

七
七
四
億

と
試
算
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
推
定
値
は
独
自
の
試
算
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

根
拠
も
開
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
方
的
に
悲
観
的
な
埋
蔵
量
を
前
提
に
し
た
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ベ
ル
ら
は
、
一
九
九
八
年
に
は
「
安
い
石
油
が
な
く
な
る
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
二
○
○

○
年
代
後
半
に
も
、
世
界
の
石
油
生
産
は
ピ
ー
ク
を
打
つ
と
い
っ
た
警
告
を
発
し
て
お
り
、
石
油
資
源
に

関
す
る
悲
観
論
者
と
し
て
著
名
で
は
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
堅
調
な
増
産
傾
向
と
い
う
、
目
の
前
で

進
行
し
て
い
る
事
実
に
よ
り
、
こ
う
い
っ
た
石
油
悲
観
論
は
覆
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
機

関
の
推
定
と
比
較
し
て
そ
の
前
提
と
す
る
追
加
埋
蔵
量
そ
の
も
の
が
一
方
的
に
悲
観
的
で
あ
る
こ
と
、
油

田
開
発
の
進
捗
に
伴
う
追
加
的
な
油
層
開
発
に
よ
る
「
埋
蔵
量
成
長
」
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
価
格
、
技
術
革
新
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
効
果
に
よ
り
、
油
田
の
埋
蔵
量
が
長
期
間
に
は
当
初
予
想

を
越
え
て
さ
ら
に
増
大
し
て
い
く
と
い
う
、
現
場
で
は
よ
く
経
験
す
る
現
象
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
固
定

的
な
見
方
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ソ
連
邦
末
期
か
ら
ロ
シ
ア
連
邦
成
立
の
初
期
に
み
ら
れ
た
大
幅

な
生
産
減
退
が
、
自
然
現
象
で
は
な
く
そ
の
時
の
政
治
・
経
済
的
な
要
因
、
す
な
わ
ち
投
資
の
問
題
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
考
察
が
ま
っ
た
く
欠
落
し
、
単
純
に
残
存
埋
蔵
量
だ
け
か
ら
議
論
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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支
持
し
が
た
い
も
の
と
筆
者
は

考
え
る
。

ロ
シ
ア
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

は
一
九
九
九
年
に
は
、
ロ
シ
ア

の
原
油
生
産
予
測
に
つ
い
て
、

非
常
に
悲
観
的
な
生
産
予
測
を

発
表
し
て
い
た
が
、
二
○
○
二

年
十
月
、
現
状
の
好
調
な
増
産

基
調
を
踏
ま
え
た
大
幅
な
修
正

を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

二
○
一
○
年
ま
で
に
一
○
○
○

万

／
日
に
達
す
る
と
し
て
、

九
九
年
の
慎
重
な
見
通
し
を
撤

回
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
、
ロ

シ
ア
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
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290

142
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71

420
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516

307 324

445
490 505 520

東シベリア・極東

ロシア全体（中庸） ロシア全体（楽観的）

欧露部西シベリア

（100万トン）

（出所）ロシア産業エネルギー省（2003）。

図10 『2020年までのロシアのエネルギー戦略』に
基づく石油生産予測



『
二
○
二
○
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
』
を
発
表
し
、
や
や
慎
重
な
見
通
し
に
戻
っ
た
。
表
16

に
は
、
こ
の
中
庸
ケ
ー
ス
を
記
入
し
た
。

こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が
図
10
で
、
図
中
の
濃
い
折
れ
線
は
中
庸
値
、
よ
り
高
い
数
字
は
楽
観
値

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
主
要
な
石
油
生
産
地
ご
と
の
生
産
量
予
測
も
記
さ
れ
て
い
る
。
二

○
○
○
年
代
、
ロ
シ
ア
全
体
の
七
割
以
上
を
生
産
し
て
き
た
西
シ
ベ
リ
ア
も
、
二
○
二
○
年
に
は
六
割
台

に
下
が
る
。
欧
露
部
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
。
唯
一
、
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
東
シ
ベ
リ
ア
・
極

東
で
、
二
○
○
五
年
に
は
一
・
六
％
だ
っ
た
も
の
が
、
二
○
二
○
年
に
は
一
六
％
ま
で
拡
大
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
政
府
の
予
測
と
は
い
っ
て
も
、
石
油
を
生
産
す
る
の
は
基
本
的
に
は
民
間
企
業
で
あ
り
、

国
に
な
ん
ら
強
制
力
は
な
い
。
も
は
や
民
営
化
し
た
ロ
シ
ア
の
石
油
会
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
生
産
計

画
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
合
計
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
中
庸
値
は
当
然
の
こ
と
、
楽
観
値
の
予
測
を
も
凌

ぐ
値
に
な
る
と
い
う
。

今
後
の
開
発
余
地
、
西
側
基
準
の
新
技
術
の
適
用
余
地
、
東
シ
ベ
リ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
な
ど
の
新
規
の
探

鉱
余
地
を
勘
案
す
る
と
、
将
来
の
生
産
予
測
は
、
こ
の
『
二
○
二
○
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
』
を
凌
ぐ
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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２
　
天
然
ガ
ス
生
産
の
見
通
し

ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
の
生
産
（
一
部
輸
出
も
含
む
）
予
測
を
表
17
に
ま
と
め
た
。
一
九
九
九
年
の
ロ
シ
ア

燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
予
測
は
、
石
油
と
同
時
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
石
油
に
比
べ
て
か
な
り
強
気
の

予
測
と
な
っ
て
い
る
。

二
○
○
二
年
九
月
に
、
経
済
発
展
貿
易
省
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
で
ま
と
め
た
「
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
市
場
の
発

展
構
想
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
（gazeta.ru

）
に
掲
載
さ
れ
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ガ
ス
産
業
の

改
革
案
と
、
一
部
価
格
の
自
由
化
政
策
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
同
時
に
、
生
産
、
需
要
、
輸
出

（
そ
し
て
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
か
ら
の
一
部
で
の
輸
入
）
の
見
通
し
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
、
表
17
の
中

段
に
示
す
。
す
な
わ
ち
、
天
然
ガ
ス
生
産
量
に
関
し
て
は
、
一
九
九
九
年
の
ロ
シ
ア
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

の
見
通
し
を
下
方
修
正
し
て
い
る
が
、
国
内
需
要
は
微
増
で
あ
り
、
輸
出
が
九
九
年
見
通
し
に
比
べ
、
一

○
％
程
度
大
き
く
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、
現
状
の
開
発
計
画
で
は
、
欧
州
側
の

需
要
増
に
応
え
る
に
は
不
十
分
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
以
外
の
石
油
企
業
の
有
す
る
ガ
ス
資
源
量
、
生
産
量
を

と
り
こ
ん
で
い
く
必
要
性
が
い
わ
れ
て
い
る
。
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『
二
○
二
○
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
』
で
発
表
さ
れ
た
天
然
ガ
ス
生
産
量
の
見
通
し
を

表
17
最
下
段
と
、
図
11
に
示
し
た
。
こ
れ
は
、
二
○

二
○
年
に
向
け
て
漸
増
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

二
○
○
一
年
九
月
末
に
、
西
シ
ベ
リ
ア
で
長
ら
く

生
産
が
実
現
し
な
か
っ
た
超
巨
大
ガ
ス
田
ザ
ポ
リ
ヤ

ル
ノ
エ
（
可
採
埋
蔵
量
九
四
兆
立
方

）
が
よ
う
や
く

生
産
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
西
シ
ベ
リ
ア
の
ガ

ス
生
産
の
八
割
を
担
っ
て
き
た
ウ
レ
ン
ゴ
イ
、
メ
ド

ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
、
ヤ
ン
ブ
ル
グ
の
三
超
巨
大
ガ
ス
田
は

い
ず
れ
も
減
退
に
向
か
っ
て
お
り
、
こ
の
ザ
ポ
リ
ヤ

ル
ノ
エ
・
ガ
ス
田
だ
け
で
は
こ
の
控
え
目
と
も
い
え

る
生
産
予
測
さ
え
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
ボ
ワ
ネ
ン
コ
フ
・
ガ
ス
田
、
ハ
ラ
サ
ヴ

ェ
イ
・
ガ
ス
田
等
の
ヤ
マ
ル
半
島
の
巨
大
ガ
ス
田
列
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予測機関 2005 2010 2015 2020

生産 660 700 725 750
輸出 255 280 285 285

生産 600～620 615～655 640～690 66～700
需要 446～450 455～465 475～500 475～520
輸出 280～300 285～315 300～320 315～310
輸入 50 52 55 65

ロシア政府（2003年）生産 610 635 660 680

表17 ロシアの天然ガス生産予測

（出所）報道記事から筆者作成。

（単位：10億m3）

ロシア燃料エネル
ギー省（1999年）

経済発展貿易省／
ガスプロム素案
（2002年）



の
開
発
は
、
ロ
シ
ア
部
で
の
ヤ
マ
ル
半

島
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工
事
の
停
滞
な

ど
で
依
然
と
し
て
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
。
ヤ
マ
ル
半
島
部
は
永
久
凍
土
帯

に
あ
り
、
掘
削
作
業
に
は
大
き
な
困
難

が
伴
う
だ
け
で
な
く
、
地
表
設
備
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
に
も
工
事
へ
の
悪
影

響
は
避
け
ら
れ
ず
、
膨
大
な
コ
ス
ト
増

が
懸
念
さ
れ
る
。
バ
レ
ン
ツ
海
の
シ
ュ

ト
ッ
ク
マ
ノ
フ
・
ガ
ス
田
も
、
開
発
計

画
が
延
び
延
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
超
巨
大
ガ
ス
田
の
開
発
に
踏
み
切

る
に
は
、
技
術
的
な
問
題
を
克
服
す
る

と
同
時
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
確
保
す

る
た
め
に
、
需
要
家
と
の
間
に
テ
イ
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1990 1995 2000 2005 2010
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86 95

東シベリア・極東

ロシア全体（中庸） ロシア全体（楽観的）

欧露部西シベリア

640
596 584 615

665
705 730

610 635 660 680

（10億m3）

（出所）ロシア産業エネルギー省，2003年。

図11 『2020年までのロシアのエネルギー戦略』に基づく
ガス生産予測



ク
・
オ
ア
・
ペ
イ
条
項
の
あ
る
長
期
契
約
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
自
由
化
の
進
ん
だ
欧
州
市
場
に
こ
の
よ

う
な
柔
軟
性
に
乏
し
い
契
約
形
態
を
再
び
持
ち
込
む
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
新
規
ガ
ス
田
開

発
を
停
滞
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
近
年
は
さ
ら
に
、
欧
州
市
場
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
の
競
争
も
あ
る
。

図
11
に
は
、
今
後
の
地
域
別
の
生
産
量
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
二
○
○
五
年
に
は
ロ
シ
ア
全
体
の
九
割

を
占
め
て
い
た
西
シ
ベ
リ
ア
は
、
二
○
二
○
年
ま
で
に
七
割
台
ま
で
低
下
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
石
油

と
同
じ
く
、
今
後
成
長
の
可
能
な
地
域
は
東
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
二
○
○
五
年
は
一
％

で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
○
二
○
年
に
は
一
四
％
ま
で
伸
び
て
く
る
と
予
測
し
て
い
る
。

2

ロ
シ
ア
の
既
往
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

ロ
シ
ア
の
原
油
輸
出
ル
ー
ト
は
、
基
本
的
に
は
バ
ル
ト
海
、
黒
海
の
輸
出
港
、
東
欧
諸
国
に
向
け
て
の

ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
（
友
好
）
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
そ
し
て
鉄
道
輸
送
に
よ
る
中
国
そ
の
他
向
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら

幹
線
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
国
営
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
会
社
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
に
よ
っ
て
建
設
・
運

営
さ
れ
る
。
以
下
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
･
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
記
す
（
図
12
）﹇
本
村
　
二
○
○
三
ｂ
﹈。
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ス
コ
ボ
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コ
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油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム



１
　
バ
ル
ト
海
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

バ
ル
ト
海
の
最
深
部
に
位
置
す
る
プ
リ
モ
ル
ス
ク
は
、
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
地
域
か
ら
の
原
油
を
バ

ル
ト
海
か
ら
輸
出
す
る
バ
ル
ト
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
）
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
建
設
さ

れ
、
二
○
○
一
年
暮
れ
に
稼
働
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
リ
を
通
り
、
キ
リ
シ
ま
で
延

び
て
い
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
、
自
国
領
内
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
近
い
プ

リ
モ
ル
ス
ク
ま
で
延
長
し
、
バ
ル
ト
海
の
ロ
シ
ア
領
内
か
ら
の
原
油
輸
出
を
可
能
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
第
１
フ
ェ
ー
ズ
は
二
○
○
一
年
十
二
月
に
完
成
し
た
。
こ
の
時
の
能
力
は
、
二
四
万

／
日
で
あ
る
。

当
初
、
第
２
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
輸
送
能
力
を
三
六
万

／
日
ま
で
拡
張
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
後
述

の
バ
ル
ト
諸
国
と
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
タ
リ
フ
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
料
）
を
め
ぐ
る
軋
轢
を
回
避
す
る
た

め
に
、
計
画
を
一
気
に
拡
大
し
、
パ
イ
プ
を
二
な
い
し
三
本
並
走
さ
せ
、
能
力
を
年
間
五
○
○
○
万

（
一
○
○
万

／
日
）
と
す
る
Ｂ
Ｐ
Ｓ
―
50
計
画
を
立
ち
上
げ
、
二
○
○
四
年
に
入
っ
て
工
事
は
ほ
ぼ
完
了

し
た
。
同
年
七
月
の
搬
出
実
績
は
八
四
万

／
日
で
、
八
月
に
は
一
○
○
万

に
達
し
た
。
こ
の
能
力
を

年
間
六
二
○
○
万

（
一
二
四
万

／
日
）
に
ま
で
引
き
上
げ
る
Ｂ
Ｐ
Ｓ
―
62
計
画
が
近
々
認
可
さ
れ
る
予
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定
で
、
二
○
○
五
年
末
ま
で
に
工
事
は
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
リ
モ
ル
ス
ク
は
黒
海

の
ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
を
凌
ぐ
、
ロ
シ
ア
最
大
の
輸
出
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

従
来
、
ロ
シ
ア
原
油
の
一
部
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
経
て
、
バ
ル
ト
海
の
ラ
ト
ビ
ア
領
ヴ
ェ
ン
ト
ス
ピ
ル

ス
と
リ
ト
ア
ニ
ア
領
の
ブ
ー
テ
ィ
ン
ゲ
か
ら
輸
出
さ
れ
て
き
た
。
ロ
シ
ア
は
、
ソ
連
邦
崩
壊
以
降
、
こ
れ

ら
通
過
二
カ
国
か
ら
新
規
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
タ
リ
フ
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も

タ
ー
ミ
ナ
ル
使
用
の
権
限
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ン
ト
ス
ピ
ル
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
能
力

は
三
一
万

／
日
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
が
プ
リ
モ
ル
ス
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
優
先
使
用
す
る
こ
と
に
し
た

た
め
、
二
○
○
二
年
前
半
の
実
績
は
半
分
以
下
に
ま
で
落
ち
、
二
○
○
三
年
一
月
に
は
完
全
に
停
止
し
た
。

ヴ
ェ
ン
ト
ス
ピ
ル
ス
か
ら
は
、
現
在
は
五
万

／
日
程
度
、
鉄
道
で
運
び
込
ま
れ
た
原
油
が
輸
出
さ
れ

て
い
る
の
み
で
、
ロ
シ
ア
か
ら
は
「
兵
糧
攻
め
」
に
あ
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
ヴ
ェ
ン
ト
ス
ピ

ル
ス
へ
は
製
品
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
延
び
て
い
る
が
、
高
い
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
タ
リ
フ
の
た
め
に
そ
の
扱
い

量
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

リ
ト
ア
ニ
ア
の
ブ
ー
テ
ィ
ン
ゲ
は
、
一
六
万

／
日
と
少
量
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
ユ
コ

ス
が
資
本
参
加
し
て
お
り
、
二
○
○
四
年
七
月
の
実
績
は
九
○
％
台
と
、
良
好
な
操
業
状
態
を
維
持
し
て

い
る
。
ユ
コ
ス
は
、
二
○
○
一
年
六
月
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
営
石
油
マ
ジ
ェ
イ
ケ
イ
ナ
フ
タ
の
株
式
の
二

第３章　新規パイプラインの建設と国際連携の時代

185



八
・
五
％
を
取
得
し
、
そ
の
後
同
社
に
対
す
る
主
た
る
原
油
供
給
者
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
株
式
の
シ

ェ
ア
は
五
三
・
六
％
ま
で
上
げ
て
い
る
。
ユ
コ
ス
は
ブ
ー
テ
ィ
ン
ゲ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拡
張
を
意
図
し
、

最
終
的
に
は
能
力
を
二
八
・
四
万

／
日
に
ま
で
増
強
し
た
い
意
向
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
経
営
危
機
か

ら
一
転
し
て
資
産
処
分
の
一
部
と
し
て
こ
れ
を
売
却
す
る
計
画
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
ル
ク
オ
イ
ル
が

関
心
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

２
　
バ
レ
ン
ツ
海
か
ら
の
原
油
搬
出

コ
ラ
半
島
の
ム
ル
マ
ン
ス
ク
港
は
メ
キ
シ
コ
湾
流
の
影
響
を
受
け
、
世
界
で
最
も
北
に
位
置
す
る
不
凍

港
で
、
ロ
シ
ア
海
軍
の
潜
水
艦
基
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

ム
ル
マ
ン
ス
ク
向
け
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
二
年
五
月
、
モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る

ブ
ッ
シ
ュ
・
プ
ー
チ
ン
会
談
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
両
国
の
協
力
を
表
明
す
る
の
に
併
せ
、
ル
ク
オ
イ
ル

が
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
情
報
も
少
な
く
全
体
像
も
不
明
で
あ
っ
た
。
同
年
十
月
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
米
ロ
商
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
バ
レ
ン
ツ
海
に
面

し
た
ム
ル
マ
ン
ス
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
あ
る
い
は
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
そ
こ
に
い
た
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る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
計
画
を
発
表
し
、
こ
こ
に
お
い
て
よ
う
や
く
計
画
の
全
貌
が
み
え
て
き
た
。

同
計
画
に
は
す
で
に
黒
海
か
ら
米
国
へ
の
原
油
輸
出
を
行
な
っ
た
ユ
コ
ス
の
ほ
か
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
、
Ｔ
Ｎ

Ｋ
等
ロ
シ
ア
の
石
油
会
社
も
支
持
を
表
明
し
た
。

計
画
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ム
ル
マ
ン
ス
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
三
○
万

級
（
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
タ
ン
カ
ー
が

接
岸
で
き
、
一
○
○
万

／
日
の
輸
出
能
力
を
有
す
る
と
さ
れ
る
が
、
周
辺
に
輸
送
イ
ン
フ
ラ
が
な
く
、

主
と
し
て
ル
ク
オ
イ
ル
が
保
有
す
る
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
の
油
田
群
と
結
ぶ
一
五
○
○

の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
新
設
が
必
要
で
あ
る
。

翌
二
○
○
三
年
の
米
ロ
商
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
グ
レ
フ
経
済
発
展
貿
易
相
の
発
言
で

は
、
二
○
○
四
年
か
ら
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
を
開
始
し
二
○
○
五
年
か
ら
二
〜
三
年
の
工
事
に
入
る
予
定
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
○
○
四
年
五
月
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
教
書
の
表
現
に
お
い
て
も
、
政
府
が
今
後
行

な
う
べ
き
事
業
と
し
て
「
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
バ
レ
ン
ツ
海
向
け
原
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
・
稼
働
」
と

い
う
漠
然
と
し
た
表
現
を
用
い
、
あ
え
て
ム
ル
マ
ン
ス
ク
と
明
言
す
る
こ
と
を
避
け
て
お
り
、
依
然
と
し

て
政
府
部
内
で
明
確
な
方
針
が
確
立
し
て
い
な
い
状
況
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
当
初
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
、
ユ
コ
ス
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
（
そ
の
後
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
も
）
が
民
間

出
資
で
建
設
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
○
○
三
年
一
月
に
カ
シ
ア
ノ
フ
首
相
（
当
時
）
が
ム
ル
マ
ン
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ス
ク
に
お
い
て
明
確
に
民
間
出
資
を
認
め
な
い
旨
発
言
し
、
二
○
○
四
年
二
月
に
就
任
し
た
フ
ラ
ト
コ
フ

首
相
も
、
就
任
早
々
同
様
の
発
言
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
出
資
に
よ
る
幹
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

計
画
は
当
面
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
の
ヴ
ァ
イ
ン
シ
ュ
ト
ク
社
長
は
、
二
○
○
四
年
四
月
に
ム
ル
マ
ン
ス
ク
・
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
し
て
否
定
的
な
見
解
を
示
し
、
一
方
で
バ
レ
ン
ツ
海
に
面
し
た
イ
ン
デ
ィ
ガ
と
い
う
寒

村
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
を
発
表
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
所
は
遠
浅
で
大
型
タ
ン
カ
ー
の
接
岸
に
不

向
き
で
あ
り
、
冬
期
は
六
カ
月
間
結
氷
す
る
。
ま
た
、
こ
の
周
辺
に
は
石
油
に
関
す
る
設
備
は
ま
っ
た
く

な
く
、
利
用
で
き
る
既
往
イ
ン
フ
ラ
が
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
か
ら
立
ち
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
計
画
に

関
し
て
は
、
疑
問
を
呈
す
る
向
き
が
多
く
、
ム
ル
マ
ン
ス
ク
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
牽
制
す
る
た
め
の
材
料

と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
と
す
る
見
方
が
あ
る
。

テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
に
お
け
る
輸
送
能
力
の
限
界
を
補
う
た
め
に
、
す
で
に
ル
ク
オ
イ
ル
は
ネ
ネ
ツ

自
治
管
区
の
ペ
チ
ョ
ラ
海
に
面
し
た
ヴ
ァ
ラ
ン
デ
イ
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
し
、
二
○
○
○
年
八
月
か
ら

稼
働
を
開
始
し
て
い
る
。
ル
ク
オ
イ
ル
は
、
一
・
八
万

級
の
八
隻
の
砕
氷
タ
ン
カ
ー
を
就
航
さ
せ
、
同
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
コ
ラ
半
島
の
ム
ル
マ
ン
ス
ク
港
ま
で
原
油
を
輸
送
し
、
こ
こ
で
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
級
タ
ン
カ
ー
に

積
み
替
え
て
欧
州
向
け
に
原
油
輸
出
を
行
な
っ
て
い
る
。
ル
ク
オ
イ
ル
は
、
今
年
中
に
、
油
田
地
帯
か
ら
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タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
の
、
総
延
長
一
六
○

、一
六
万

／
日
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

そ
の
他
、
ヴ
ィ
テ
ィ
ノ
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
、
ム
ル
マ
ン
ス
ク
の
各
港
で
は
、
鉄
道
輸
送
に
よ
る
原

油
が
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
バ
レ
ン
ツ
海
か
ら
の
輸
出
量
は
、
現
状
で
は
二
一
万

／
日
に
上
る
。
バ
レ
ン

ツ
海
か
ら
の
原
油
輸
出
に
関
し
て
は
方
向
性
が
み
え
て
く
る
ま
で
、
今
少
し
時
間
を
必
要
と
し
そ
う
で
あ

る
。３

　
中
部
欧
州
（
ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）

ロ
シ
ア
か
ら
中
部
欧
州
（
か
つ
て
の
東
欧
諸
国
）
へ
は
、
ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
（
友
好
）
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
一
九

六
○
年
代
に
建
設
さ
れ
、
現
在
も
高
い
操
業
率
を
示
し
て
い
る
。
二
○
○
四
年
五
月
の
大
統
領
教
書
に
あ

る
よ
う
に
、
こ
れ
を
さ
ら
に
、
ア
ド
リ
ア
海
ま
で
延
長
さ
せ
る
ア
ド
リ
ア
海
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ス
ロ
バ
キ
ア
国
境
の
ウ
シ
ュ
ゴ
ロ
ド
か
ら
さ
ら
に
ラ
イ
ン
を
延
長
し
、
ア
ド

リ
ア
海
に
面
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の
オ
ミ
サ
リ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
を
結
ぶ
計
画
で
、
西
シ
ベ
リ
ア
お
よ
び

ヴ
ォ
ル
ガ
・
ウ
ラ
ル
地
域
か
ら
中
部
欧
州
市
場
の
み
で
な
く
、
西
欧
市
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
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よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
近
年
は
能
力
い
っ
ぱ
い
に
使

用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
追
加
事
業
は
そ
の
末
端
で
の
作
業
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
西
欧
市
場

へ
の
輸
出
分
の
増
加
に
は
つ
な
が
っ
て
も
、
全
ロ
シ
ア
の
輸
送
能
力
を
増
強
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

オ
ミ
サ
リ
か
ら
ス
ロ
バ
キ
ア
内
陸
に
至
る
一
部
で
は
、
従
来
地
中
海
か
ら
の
輸
入
用
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
既
存
ラ
イ
ン
を
逆
送
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
出
荷
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
オ
ミ
サ
リ
港

は
五
○
万

級
タ
ン
カ
ー
ま
で
接
岸
可
能
で
あ
る
。
当
初
の
積
出
し
能
力
は
一
○
万

／
日
（
五
○
○
万

／
年
）
で
、
二
○
一
○
年
ま
で
に
三
○
万

／
日
（
一
五
○
○
万

／
年
）
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
建
設
費
は

三
○
○
○
万

と
安
価
で
あ
る
。
通
過
五
カ
国
（
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ク
ロ
ア
チ
ア
）
と
ロ
シ
ア
と
の
政
府
間
合
意
は
二
○
○
二
年
十
二
月
に
な
さ
れ
て
い
る
。
本
ラ
イ
ン
は
国
際

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
操
業
は
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ド
ル
ー
ジ

ュ
バ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
延
長
部
分
と
い
う
位
置
づ
け
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

４
　
黒
海
（
特
に
ブ
ロ
デ
ィ
＝
オ
デ
ッ
サ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
し
て
）

黒
海
の
ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
八
四
万

／
日
の
輸
出
能
力
を
有
す
る
。
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二
○
○
一
年
十
月
に
、
こ
れ
に
ほ
ど
近
い
オ
ゼ
レ
イ
ェ
フ
カ
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
テ
ン
ギ
ス
油
田
か

ら
の
原
油
を
運
ぶ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
二
二
二
〜
二
二
四
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
建
設
さ
れ
、

稼
働
を
開
始
し
た
。
第
１
フ
ェ
ー
ズ
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
能
力
は
五
六
万

／
日
で
、
現
在
の
稼

働
率
は
ほ
ぼ
一
○
○
％
で
あ
る
。

黒
海
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
ロ
シ
ア
領
で
は
一
六
万

／
日
の
積
出
し
能
力
を
も
つ
ツ
ア
プ
セ
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
で
は
三
六
万

／
日
の
積
出
し
能
力
を
も
つ
オ
デ
ッ
サ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。

ツ
ア
プ
セ
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
原
油
が
高
硫
黄
の
ウ
ラ
ル
原
油
（
約
二
％
）
と
混
同
し
な
い
た
め
に
、

あ
え
て
ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
へ
向
か
わ
ず
直
接
に
出
荷
す
る
目
的
で
建
造
さ
れ
た
。

オ
デ
ッ
サ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
東
方
五
○

ほ
ど
の
位
置
に
、
ユ
ー
ジ
ニ
ュ
イ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
独
自
に
建
設
し
た
同
国
の
北
西
に
あ
る
ブ
ロ
デ
ィ
に
至
る
全
長
六
七
四

、
通

油
能
力
一
八
万

／
日
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
延
び
て
い
る
。
こ
れ
が
オ
デ
ッ
サ
＝
ブ
ロ
デ
ィ
・
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
、
二
○
○
一
年
八
月
に
完
成
し
た
が
、
顧
客
と
し
て
当
て
こ
ん
で
い
た
カ
ス
ピ
海
諸
国
か
ら
の
積

み
込
み
が
実
現
せ
ず
、
未
稼
働
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
の
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
な
ど
は
、

同
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
接
続
し
、
ロ
シ
ア
産
原
油
を
逆
方
向
に
送
り
、

ブ
ロ
デ
ィ
＝
オ
デ
ッ
サ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し
て
黒
海
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
輸
出
す
る
提
案
を
行
な
っ
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192

能
力

実
績
＊
操
業
率
追
加

タ
ー
ミ
ナ
ル

国
　
名

地
　
域

ル
ー
ト

（1,000バレル/日）（
2004年

7月
）
（

%
）
容
量

ロ
シ
ア

バ
ル
ト
海

B
PS，

テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ

1,000
840

84
200

ラ
ト
ビ
ア

バ
ル
ト
海

ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
リ
－
ポ
ロ
ツ
ク

（
310）

－
0

リ
ト
ア
ニ
ア
バ
ル
ト
海

ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
リ
－
ポ
ロ
ツ
ク

160
150

94
120

ロ
シ
ア

バ
レ
ン
ツ
海
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
油
田
群

（
212）

－
160

か
ら
ヴ
ァ
ラ
ン
デ
イ
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
へ

ベ
ラ
ル
ー
シ
東
欧

ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
，
ド
イ
ツ

700
807

100+
－

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
　
欧

ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
，
ハ
ン
ガ
リ
ー

550
302

55
ロ
シ
ア

黒
海

サ
マ
ラ
－
チ
コ
レ
ス
ク

840
1,087

100+
－

ロ
シ
ア

黒
　
海

サ
マ
ラ
－
チ
コ
レ
ス
ク

160
99

62
－

ウ
ク
ラ
イ
ナ
黒
　
海

サ
マ
ラ
－
ク
レ
メ
ン
チ
ェ
ク

360
228

63
－

ウ
ク
ラ
イ
ナ
黒
　
海

ブ
ロ
デ
ィ
＝
オ
デ
ッ
サ（
逆
送
）
（

180）
－

－

3,770
3,513

93

プ
リ
モ
ル
ス
ク

ヴ
ェ
ン
ト
ス
ピ
ル
ス

ブ
ー
テ
ィ
ン
ゲ

バ
レ
ン
ツ
海

ブ
レ
ス
ト

ウ
シ
ュ
ゴ
ロ
ド

ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク

ツ
ア
プ
セ

オ
デ
ッ
サ

ユ
ー
ジ
ニ
ュ
イ

合
計

表
18

各
原
油
輸
出
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
能
力
と
稼
働
状
況

（
出
所
）
筆
者
作
成
。
＊
は

N
efte T

ransport, A
ug. 2004.に

よ
る
。
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て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
四
年
二
月
に
オ
デ
ッ
サ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
ブ
ロ
デ
ィ
に
当
初
計

画
ど
お
り
順
送
り
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
に
よ
る
逆
送
の
提
案
は
一
度

は
否
定
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ロ
シ
ア
離
れ
か
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
報
道
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
後
も
カ
ス
ピ
海
諸
国
の
原
油
を
輸
送
す
る
話
は
ま
と
ま
ら
ず
、
七
月
五
日
の
閣
議
で
は
再
度

こ
れ
を
覆
し
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
逆
送
を
承
認
し
た
。

Ｔ
Ｎ
Ｋ-
Ｂ
Ｐ
は
一
八
万

／
日
で
の
出
荷
に
つ
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
営
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
会
社
と
、

二
○
○
四
年
七
月
に
契
約
し
、
さ
ら
に
パ
イ
プ
内
を
満
た
す
の
に
必
要
な
原
油
四
二
・
五
万

の
購
入
に

対
す
る
一
・
○
八
億

の
融
資
と
債
務
保
証
契
約
を
結
ん
だ
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
な
か
を
原
油
で
満
た
す

パ
イ
プ
フ
ィ
ル
は
同
年
八
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
九
月
中
旬
に
は
完
了
し
た
。

５
　
極
東
ロ
シ
ア

現
状
で
は
、
沿
海
地
方
の
ナ
ホ
ト
カ
港
は
、
八
・
四
万

／
日
の
積
出
し
能
力
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は

主
と
し
て
石
油
製
品
で
あ
る
が
、
時
に
ユ
コ
ス
の
対
中
国
輸
出
用
の
原
油
を
積
み
込
む
こ
と
が
あ
る
。
二

○
○
一
年
、
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
の
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
（
そ
の
後
タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
に
起
点
を



変
更
）
か
ら
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
設
す
る
計
画
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら

の
ロ
シ
ア
原
油
を
太
平
洋
岸
諸
国
の
市
場
へ
と
運
び
出
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
（
二
○
四
ペ
ー
ジ
参
照
）。

3

ロ
シ
ア
か
ら
欧
州
市
場
へ
の
天
然
ガ
ス・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画

１
　
ヤ
マ
ル
半
島
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

ヤ
マ
ル
半
島
に
は
ボ
ワ
ネ
ン
コ
フ
、
ハ
ラ
サ
ヴ
ェ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
超
巨
大
ガ
ス
田
群
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
発
見
さ
れ
て
三
十
年
が
経
過
し
て
も
、
依
然
と
し
て
開
発
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。
西
シ
ベ

リ
ア
は
、
ヤ
マ
ル
半
島
以
北
が
い
わ
ゆ
る
永
久
凍
土
帯
に
入
り
、
こ
こ
で
は
、
坑
井
掘
削
、
地
表
設
備
建

設
に
お
い
て
、
作
業
上
の
設
備
維
持
で
多
く
の
困
難
を
生
じ
る
。
ガ
ス
の
開
発
コ
ス
ト
は
、
一
気
に
一
○

○
○
立
方

当
た
り
四
○

と
、
こ
れ
ま
で
の
西
シ
ベ
リ
ア
北
部
に
分
布
す
る
ウ
レ
ン
ゴ
イ
、
ザ
ポ
リ
ヤ

ル
ノ
エ
な
ど
の
超
巨
大
ガ
ス
田
の
三
倍
に
跳
ね
上
が
る
。
こ
の
た
め
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
は
、
長
ら
く

ロ
シ
ア
領
内
で
は
着
手
さ
れ
な
か
っ
た
。
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ヤ
マ
ル
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
こ
れ
ら
ヤ
マ
ル
半
島
に
分
布
す
る
超
巨
大
ガ
ス
田
と
欧
州
市
場
と
を
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
由
で
結
ぶ
こ
と
を
企
図
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
の
総

延
長
が
四
一
二
四

、
送
ガ
ス
量
は
年
間
三
三
○
億
立
方

と
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
計
画
自
体
は
一
九
九
○
年
代
初
め
の
ロ
シ
ア
連
邦
発
足
時
に
立
案
さ
れ
た
も
の
で
、
当

時
の
予
測
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
の
生
産
量
は
二
○
○
五
年
に
年
間
七
○
○
○
億
立
方

超
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
近
年
の
ガ
ス
生
産
量
は
、
六
○
○
○
億
立
方

を
下
回
っ
て
お
り
、
か
つ
ヤ
マ
ル
半
島
の
ガ

ス
田
自
体
も
開
発
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
併
走
す
る
ヤ
マ

ル
―
２
の
計
画
も
立
て
ら
れ
た
が
、
実
現
性
は
薄
い
。

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
基
本
的
に
工
事
は
完
了
し
、
ロ
シ
ア
側
で
は
、

モ
ス
ク
ワ
の
北
西
二
二
○

に
位
置
す
る
ト
ル
ゾ
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
パ
イ
プ
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
北
部
の
主
要
ガ
ス
田
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
つ
な
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。

二
○
○
二
年
暮
れ
に
発
表
さ
れ
た
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
計
画
は
、
ヤ
マ
ル
半
島
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
を
代
替
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヤ
マ
ル
半
島
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
計
画
は
ま
す
ま
す
実
現
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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２
　
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

こ
の
新
規
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
ヤ
マ
ル
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
代
替
と
し
て
、
急
遽
浮
上
し
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
西
欧
市
場
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
輸
入
量
は
、
二
○
○
二
年
に
比
べ
て
、
二
○
○
五
年
に
は

五
四
％
増
、
二
○
二
○
年
ま
で
に
は
六
八
％
増
と
な
る
見
込
み
で
、
そ
の
供
給
可
能
な
ソ
ー
ス
は
、
ロ
シ

ア
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
い
わ
れ
て
い
る
。
西
欧
の
今
後
の
石
油
需
要
の
伸
び
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
天
然

ガ
ス
に
関
し
て
は
、
主
に
発
電
用
と
し
て
平
均
三
％
増
と
大
き
な
需
要
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
二
○
○
二
年
十
一
月
、
バ
ル
ト
海
の
海
底
を
通
り
、
ド
イ
ツ
経
由
、
英
国
ま
で
ガ
ス
を

運
ぶ
、
通
称
「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
の
建
設
を
決
定
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

一
九
九
九
年
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
フ
ォ
ツ
ム
が
共
同
設
立
し
た
ノ
ル
ド
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
社

が
経
済
性
ス
タ
デ
ィ
を
完
了
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
棚
ざ
ら
し
と
な
っ
て
い
た
。
他
の
ガ
ス

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
通
過
す
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
関
係
が
錯
綜
し
て

き
た
こ
と
、
ヤ
マ
ル
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
見
通
し
が
依
然
と
し
て
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
急
遽
浮
上
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
州
で
の
天
然
ガ
ス
市
場
の
自
由
化
を
め
ぐ
っ
て
、
ガ
ス
市
場
の
規
制
緩
和
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を
基
本
理
念
と
し
、
テ
イ
ク
・
オ
ア
・
ペ
イ
条
項
つ
き
長
期
購
入
契
約
お
よ
び
仕
向
け
条
項
の
撤
廃
を
目

指
し
て
き
た
一
九
九
八
年
の
「
Ｅ
Ｕ
ガ
ス
指
令
」
が
、
ロ
シ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
強
い
抵
抗
姿
勢

か
ら
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
長
期
契
約
を
認
め
る
方
向
に
政
策
を
変
更
し
た
こ
と
も
、
計
画
の
再
浮
上
の
き

っ
か
け
と
思
わ
れ
る
。

天
然
ガ
ス
の
供
給
ソ
ー
ス
と
し
て
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
北
部
ヤ
マ
ロ
・
ネ
ネ
ツ
自
治
管
区
の
ウ
レ
ン
ゴ

イ
・
ガ
ス
田
、
オ
ビ
河
河
口
の
タ
ゾ
フ
湾
で
最
近
発
見
さ
れ
た
海
底
ガ
ス
田
、
そ
し
て
バ
レ
ン
ツ
海
の
シ

ュ
ト
ッ
ク
マ
ノ
フ
・
ガ
ス
田
が
計
画
に
上
っ
て
い
る
が
、
そ
の
膨
大
な
埋
蔵
量
と
開
発
条
件
の
点
で
、
シ

ュ
ト
ッ
ク
マ
ノ
フ
・
ガ
ス
田
（
可
採
埋
蔵
量
九
六
兆
立
方

）
が
最
も
可
能
性
が
高
い
。
供
給
開
始
は
二
○

○
七
年
、
本
来
の
容
量
ま
で
達
す
る
の
は
二
○
○
九
年
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
当
初
の
送
ガ
ス
量
は
年
間

一
九
七
億
立
方

で
、英
国
ま
で
延
長
さ
れ
る
時
点
で
年
間
三
○
○
億
立
方

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
に
当
た
っ
て
は
、
す
で
に
二
○
○
一
年
に
黒
海
の
海
底
を
ロ
シ
ア
か
ら
ト
ル

コ
へ
横
断
す
る
ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
が
ま
っ
た
く
問
題
な
く
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
し

て
は
技
術
面
で
は
自
信
を
深
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
バ
ル
ト
海
最
深
部
の
水
深
は
二
○
○

程
度
で
あ
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
欧
州
向
け
に
、
現
時
点
で
生
産
量
の
二
○
％
強
の
一
三
○
○
億
立
方

の
ガ
ス
を
供
給

し
て
い
る
が
、
幹
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
経
由
す
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る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
二
○
億

に
も
上
る
ガ
ス
代
の
未
払
い
問
題
が
あ
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
迂
回
ル
ー
ト
と
し
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
経
由
す
る
ヤ
マ
ル
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
建
設
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
○
○
五
年
以
降
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
供
給
を
急
増
さ
せ
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
一
年
に
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
長
ら
く
ロ
シ
ア
か
ら
の
天

然
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て
き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
、「
連
帯
」
政
権
末
期
の
二
○
○
一
年
に
、
ロ
シ
ア
か
ら
の

輸
入
を
削
減
し
、
価
格
は
高
い
が
ス
ポ
ッ
ト
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
ガ
ス
輸
入
に
一
部
振
り

向
け
た
こ
と
か
ら
、
両
国
の
関
係
は
齟
齬
を
生
じ
て
い
た
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
計

画
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
一
気
に
解
消
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
の
関
係
は
、
一
九
九
六
年
に
「
共
同
体
形
成
条
約
」、
九
七
年
に
「
連

合
条
約
」、
そ
し
て
九
九
年
に
は
「
連
合
国
家
創
設
条
約
」
を
結
び
、
翌
二
○
○
○
年
一
月
に
は
批
准
書
を

交
換
す
る
な
ど
、
比
較
的
順
調
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
一
年
に
再
選
を
果
た
し
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領

が
強
権
的
な
姿
勢
を
強
め
、
天
然
ガ
ス
代
金
の
支
払
い
も
滞
る
な
ど
、
両
国
関
係
は
し
だ
い
に
円
滑
さ
を

欠
く
よ
う
に
な
り
、
二
○
○
一
年
末
か
ら
国
家
連
合
構
想
が
頓
挫
し
た
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
る
所
有

権
で
も
対
立
が
先
鋭
化
し
、
二
○
○
二
年
六
月
に
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
国
家
連
合
構
想
自
体
を
批
判
す

る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
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北ヨーロッパ・
ガスパイプ ライン

ヤ
マ
ル

エ
ル
ズ
ル
ー
ム

B
TE

バ
ク
ー

SATs

ダ
ウ
レ
タ
バ
ー
ド

セントガス

ム
ル
タ
ン

西
シ
ベ
リ
ア

東
シ
ベ
リ
アコ
ビ
ク
タ

長
慶

北
京

上
海

ブ
ル
ー・スト

リ
ー
ム

ヤ
マ
ル
半
島

ロ
シ
ア

カ
ザ
フ
ス
タ
ン

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

イ
ラ
ンパ
キ
ス
タ
ン

イ
ン
ド

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

中
国 モ
ン
ゴ
ル

キ
ル
ギ
ス
タ
ン

既
存
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

計
画
中
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

（
出
所
）
石
油
公
団
資
料
か
ら
作
成
。

図
13

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
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ブルー・ ヤマル1・ ヤマル 2・ 北ヨーロッパ・
ストリーム パイプライン パイプライン ガスパイプライン

ガ ス

2002年12月 2015年（建設中） 計画中 2007年（計画中）

ENI（50%）, ガスプロム， ガスプロム ガスプロム，
ガスプロム（50%）ユーロポルガス ルールガス

WIEH

西シベリアガス ボワネンコフ・ガ ボワネンコフ シュトックマノフ・
田群 ス田（ヤマル半 （ハラサヴェイ）ガス田

島）

－ 146兆立方フィート 146兆立方フィート 96兆立方フィート

イゾビルノエ ヤマル ヤマル シュトックマノフ

アンカラ ベラルーシ， ベラルーシ，ムルマンスク，
ポーランド，ドイツ ポーランド ハーリンゲン，バクトン

1,270km 4,107km 4,107km 3,137km（ポーランドまで）

70（2004）～160 330億m3/年 330億m3/年 197～300億m3/年（2007）億m3/年

32億ドル 15億～20億ドル 15億～20億ドル 62億ドル

トルコへの市場 欧州市場への供 欧州市場へ 欧州市場への供
拡大 給拡大 の供給拡大 給拡大

トルコの経済低 高建設コスト，ガ ヤマル―１ 市場自由化によ
迷によるガス需 ス田開発の遅延。の進捗の遅 る長期契約忌避
要の鈍化 LNGの代案浮上 れ 問題はほぼ解決

石油・天然ガス・パイプライン
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パイプライン バルト・パイプライン・ ムルマンスク・ アドリア海
システム（BPS） パイプライン パイプライン

石　油

2001年12月 2005年（計画中） 建設中

トランスネフチ
ルクオイル， トランスネフ
ユコス，シブネ チ（ユコス,
フチ，TNK TNK）

ハリヤガ，ウサ
ティマン＝ペチョ 西シベリア油
ラ，西シベリア 田群
油田群

9億バレル － －

ウ　サ ヤロスラブリ ドルージュバ

プリモルスク ムルマンスク オミサリ
（クロアチア）

2,514km 1,500km

24万→ 100万バレル／日 10～30万
124万バレル／日 バレル／日

第2フェーズ2.4億ドル 45億ドル 3,000万ドル

バルト諸国迂回。 米国，欧州市場 地中海欧州
欧州市場への供 へのアクセス 市場へのア
給拡大 クセス

冬期の結氷。デ
ンマーク海峡の －
通行制限

表19 欧州市場向けの新規

（出所）筆者作成。

石 油 ／ ガス

稼 働 開 始

操 業 者 ／
パ ー ト ナ ー

供給油・ガス田

埋 蔵 量

積 み 込 み 地

出荷ターミナル

距 離

運 搬 能 力

コ ス ト

推 進 要 因

阻 害 要 因



ド
イ
ツ
の
ル
ー
ル
ガ
ス
と
は
、
二
○
○
二
年
十
一
月
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
共
同
で
推
進
す

る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
支
線
を
建
設
し
て
、
ロ
シ
ア
領
飛
び
地
と
な
っ
て
い
る
カ
リ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
、
あ
る
い
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
供
給
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ

ー
コ
ネ
ク
タ
ー
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
介
し
て
英
国
に
も
供
給
す
る
計
画
で
あ
る
。

英
国
の
ガ
ス
需
要
は
急
増
し
て
お
り
、
二
○
一
○
年
に
は
天
然
ガ
ス
の
純
輸
入
国
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー
は
、
英
国
の
余
剰
ガ
ス
を
大
陸
で
利
用
し
、
ま
た
時
期
に
応
じ
て
大
陸
か
ら

英
国
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
英
国
南
東
部
の
バ
ク
ト
ン
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
の
ジ
ー
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
ま
で
、

総
延
長
二
三
○

の
双
方
向
性
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
操
業
開
始
は
一
九
九
八
年

で
あ
る
。
大
陸
に
向
け
て
の
能
力
は
年
間
二
○
○
億
立
方

、
一
方
で
逆
方
向
の
能
力
は
そ
の
半
分
に
満

た
な
い
年
間
八
五
億
立
方

で
あ
る
が
、
英
国
は
ガ
ス
輸
入
の
事
態
に
備
え
て
、
二
○
○
五
年
十
二
月
ま

で
に
逆
方
向
の
能
力
を
年
間
一
六
五
億
立
方

に
倍
増
す
る
計
画
で
あ
る
。

３
　
ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム

黒
海
を
横
断
し
て
ト
ル
コ
に
天
然
ガ
ス
を
供
給
す
る
ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
二
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○
○
一
年
夏
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
石
油
会
社
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
傘
下
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
専
門
子
会
社
サ
イ

ペ
ム
に
よ
り
黒
海
海
底
へ
の
パ
イ
プ
の
敷
設
を
無
事
完
了
し
、
二
○
○
二
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
送
ガ
ス

を
開
始
し
た
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
総
延
長
は
一
二
七
○

、
総
工
費
は
三
二
○
億

、
供
給
す
る
ガ
ス
は
、

当
初
年
間
七
○
億
立
方

、
二
○
○
七
年
ま
で
に
一
六
○
億
立
方

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ガ
ス
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
は
世
界
で
最
大
の
二
一
五
○

と
い
う
大
水
深
に
お
け
る
敷
設
を
実
現
し
た
も
の
で
、
技
術

的
に
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
翌
二
○
○
三
年
三
月
の
本
格
供
給
か
ら
間
も
な
い
四
月
に
入
っ
て
、
ト
ル
コ
は
折
か
ら
の
経

済
低
迷
で
、
契
約
量
の
天
然
ガ
ス
を
買
い
取
れ
な
い
と
ロ
シ
ア
側
に
通
告
し
て
き
た
。
し
か
し
、
同
時
に

ガ
ス
価
格
を
四
分
の
三
ま
で
値
下
げ
す
る
な
ら
ば
購
入
可
能
と
の
打
診
も
ト
ル
コ
側
は
提
示
し
た
。
ガ
ス

供
給
に
関
し
て
は
、
ト
ル
コ
と
ロ
シ
ア
の
間
に
は
テ
イ
ク
・
オ
ア
・
ペ
イ
条
項
が
あ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か

な
違
反
で
あ
る
。

こ
の
件
は
、
一
国
に
対
し
て
の
み
供
給
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
い
う
も
の
が
、
い
っ
た
ん
完
成
す
る
と
、

価
格
決
定
権
が
消
費
者
（
需
要
）
側
に
移
り
、
供
給
者
側
に
と
っ
て
、
い
か
に
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
か

を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
東
シ
ベ
リ
ア
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
し
て
も
、
ロ
シ
ア
の
政
府
部

内
に
対
し
て
貴
重
な
教
訓
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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そ
の
後
、
両
者
は
、
既
往
の
黒
海
西
部
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
経
由
で
ト
ル
コ
に
入
る
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

契
約
に
お
け
る
ガ
ス
価
格
が
よ
り
安
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題

解
決
を
図
っ
た
。

4

東
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
ア
ジ
ア
向
け
石
油
・
天
然
ガ
ス・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

１
　
ナ
ホ
ト
カ
向
け
と
大
慶
向
け
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

a

こ
れ
ま
で
の
動
き

二
○
○
三
年
一
月
十
日
、
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
小
泉
総
理
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
見
し
、
両
国
の

協
力
を
謳
っ
た
「
日
ロ
行
動
計
画
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
具
体
的
に
は
、

進
行
し
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
―
１
、
２
案
件
に
加
え
、
極
東
お
よ
び
シ
ベ
リ
ア
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整
備
と
石

油
・
天
然
ガ
ス
の
開
発
で
の
両
国
企
業
の
協
力
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
ロ
シ
ア

側
で
は
東
シ
ベ
リ
ア
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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た
だ
し
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
パ
イ
プ
ラ
ン
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
先
行
す
る
二
○
○
一
年
七
月
、
モ
ス
ク

ワ
で
の
プ
ー
チ
ン
・
江
沢
民
に
よ
る
中
ロ
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
基
本
的
に
合
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

バ
イ
カ
ル
湖
の
西
に
位
置
し
、
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
り
、
製
油
所
の

稼
働
し
て
い
る
工
業
都
市
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
か
ら
、
中
ロ
国
境
を
越
え
て
黒
竜
江
省
の
工
業
都
市
大
慶
ま
で

原
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
設
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
総
延
長
は
二
二
六
○

、
建

設
費
は
当
時
の
試
算
で
一
七
億

、
二
○
○
五
年
を
め
ど
に
操
業
開
始
を
目
指
し
、
送
油
量
と
し
て
は
当

初
四
○
万

／
日
（
二
○
○
○
万

／
年
）、
二
○
一
一
年
か
ら
は
六
○
万

／
日
（
三
○
○
○
万

／
年
）
を

想
定
し
て
い
る
。

中
国
は
一
九
九
三
年
に
ネ
ッ
ト
で
石
油
輸
入
国
と
な
り
、
か
つ
輸
入
量
は
年
々
増
加
し
て
、
現
在
石
油

自
給
率
は
七
○
％
程
度
と
な
っ
た
。
原
油
の
輸
入
先
は
中
東
が
約
半
分
を
占
め
る
が
、
タ
ン
カ
ー
の
通
過

す
る
イ
ン
ド
洋
、
南
シ
ナ
海
の
長
大
な
シ
ー
レ
ー
ン
は
、
自
国
の
み
で
は
支
配
で
き
な
い
。
ま
た
、
中
国

原
油
は
基
本
的
に
低
硫
黄
で
、
自
給
時
代
は
製
油
所
も
低
硫
黄
対
応
を
前
提
に
建
造
さ
れ
て
い
た
が
、
増

加
す
る
中
東
原
油
に
対
応
す
る
た
め
に
脱
硫
設
備
の
設
置
や
高
硫
黄
対
応
の
製
油
所
建
設
を
急
が
ね
ば
な

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
原
油
供
給
ソ
ー
ス
と
し
て
、
陸
続
き
で
安
全
保
障
上
の
問
題
が
基
本
的
に

存
在
せ
ず
、
し
か
も
低
硫
黄
で
あ
る
東
シ
ベ
リ
ア
原
油
は
、
高
硫
黄
対
応
へ
の
シ
フ
ト
が
遅
れ
て
い
る
中
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206

コビクタ チャヤンダ サハリン

ガ ス

中国･韓国 中 国 日 本

FS中 凍 結 検討中

検討中 － －

ロシア，CNPC，韓国 サハネフチェガス エクソン・ネフチェガスガス公社（KOGAS） ／CNPC

コビクタ チャヤンダ オドプト，チャイヴォ

56.4兆立方フィート 43.8兆立方フィート 17.1兆立方フィート

平沢（韓国） 瀋 陽 千葉／新潟

4,485km 2,700km 2,500km

300億m3 200億m3 100億m3

180億ドル 100億ドル －

今後のガス需要増 今後のガス需要増 今後のガス需要増

高コスト，ガス価格 ルート，ガス価格 LNG前提インフラ

石油・天然ガス・パイプライン



第３章　新規パイプラインの建設と国際連携の時代

207

パイプライン タイシェット タイシェット
－ナホトカ －大慶

石 油

太平洋諸国 中国東北

FS中 FS中

－ －

トランスネフチ トランスネフチ，
CNPC

東シベリア油田，トムスク油田

西シベリアからも通油あり

ペレヴォズナヤ 大 慶

約4,200km 約2,700km

5,000万トン 3,000万トン

約120億ドル 約60億ドル

アジア需要増 中国需要増
国際市場連結 低硫黄

高コスト 需要独占，価格
下げリスク

石 油 ／ ガス

市 場

現 状

稼 働 開 始

操 業 者 ／
パ ー ト ナ ー

供給油・ガス田

埋 蔵 量

タ ー ミ ナ ル

総 延 長

輸送量（年間）

費 用

推 進 要 因

阻 害 要 因

表20 ロシアからの北東アジアへの

（注）F S：商業化スタディ。
（出所）筆者作成。



国
の
精
製
事
情
も
考
慮
す
る
と
、
ま
さ
に
理
想
的
な
供
給
ソ
ー
ス
で
あ
る
。

東
シ
ベ
リ
ア
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
は
、
ユ
コ
ス
と
中
国
の
石
油
天
然
気
集
団
公
司
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
と
の

間
で
基
本
的
に
構
想
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
家
間
の
合
意
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ユ
コ
ス
は
一
九
九
○
年
代
半
ば
か
ら
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
い
て
中
国
が
六
○
％
参
加
し
て
い
る
ア
ク

ト
ベ
ム
ナ
イ
ガ
ス
の
生
産
原
油
を
欧
露
部
に
あ
る
傘
下
の
製
油
所
で
引
き
受
け
る
一
方
、
西
シ
ベ
リ
ア
の

原
油
を
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
、
そ
こ
か
ら
先
は
鉄
道
に
よ
り
満
州
里
経
由
で
中
国
に
輸

出
す
る
と
い
う
三
角
貿
易
を
行
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
広
軌
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
国
境
の
満
州
里
ま
で

運
び
、
同
駅
で
並
列
さ
れ
る
標
準
軌
の
貨
車
に
積
み
替
え
て
中
国
国
内
へ
持
ち
込
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
、
九
七
年
か
ら
は
、
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
か
ら
新
規
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
大
慶
油
田
の
製
油
所

ま
で
引
き
、
ユ
コ
ス
の
生
産
す
る
西
シ
ベ
リ
ア
原
油
を
輸
送
す
る
計
画
が
も
ち
上
が
っ
た
。
ま
た
、
原
油

の
一
部
は
大
慶
か
ら
さ
ら
に
南
に
、
大
連
向
け
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
入
れ
て
中
国
市
場
へ
広
く
流
通
さ
せ
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。
ユ
コ
ス
は
、
当
初
か
ら
石
油
市
場
と
し
て
の
中
国
を
十
全
に
研
究
し
て
き
て
い
る
。

二
○
○
三
年
に
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
中
国
に
向
け
て
は
六
○
○
万

／
年
（
一
二
万

／
日
）
の
原
油
が
鉄
道

輸
送
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ユ
コ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
が
発
表
さ
れ
た
同
じ
時
期
、
ロ
シ
ア
の
国
営
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
会
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社
で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
は
、
太
平
洋
岸
の
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
総
延
長
約
四
○
○
○

の
パ
イ
プ
を
敷
設

す
る
案
を
発
表
し
た
。
こ
の
建
設
費
は
五
○
億

、
輸
送
す
る
原
油
は
五
○
○
○
万

／
年
（
一
○
○
万

／
日
）
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
ロ
シ
ア
が
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
太
平
洋
市
場
、
さ
ら
に

は
米
国
西
海
岸
ま
で
の
輸
出
を
可
能
に
す
る
も
の
で
、
実
質
的
に
先
行
し
て
い
る
大
慶
ル
ー
ト
に
比
べ
、

原
油
輸
出
の
自
主
性
を
確
保
で
き
、
市
場
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
よ
り
大
き
な
自
由
度
を
有
す
る
な
ど
、
ロ

シ
ア
に
と
っ
て
よ
り
多
面
的
な
政
策
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
は
じ
め
ア
ジ

ア
諸
国
に
と
っ
て
も
近
隣
に
原
油
供
給
ソ
ー
ス
を
も
て
る
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

二
○
○
二
年
十
一
月
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
北
京
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
大
慶
向
け
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

関
す
る
契
約
書
が
調
印
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
大
方
の
予
想
に
反
し
て
、
協
定
の
中
身
は
、

す
で
に
前
年
合
意
済
み
の
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
を
着
実
に
遂
行
す
る
と
い
う
内
容
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
日
本
側
が
非
公
式
に
支
持
し
て
い
た
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
の
主
唱
す
る
太
平
洋
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
案
が
大
き
く
浮
上
し
て
き
た
と
い
え
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
前
述
の
二
○
○
三
年
一
月
の
小
泉
総
理
に
よ
る
モ
ス
ク
ワ
訪
問
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
で
の
協
力
の
な
か
で
、
進
行
し
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
―
１
、
２
案
件
に
加
え
「
極
東
お
よ
び
シ
ベ
リ

ア
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整
備
と
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
開
発
で
の
両
国
企
業
の
協
力
へ
の
支
持
」
が
謳
わ
れ
た
。
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当
初
、
ロ
シ
ア
政
府
は
二
○
○
三
年
の
三
月
に
こ
の
ル
ー
ト
に
関
し
て
決
定
を
下
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
時
点
で
は
結
論
に
到
達
せ
ず
、
五
月
に
な
っ
て
、
大
慶
へ
の
支
線
を
伴
う
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
―
ナ
ホ
ト

カ
・
ル
ー
ト
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
と
い
う
政
府
案
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
一
種
の
両
論
併
記
と

も
い
え
る
案
で
あ
る
。

ま
た
、
当
初
の
バ
イ
カ
ル
湖
の
南
を
通
る
案
は
、
環
境
問
題
か
ら
認
可
さ
れ
ず
、
大
慶
向
け
と
し
て
は
、

バ
イ
カ
ル
湖
の
北
を
通
っ
て
、
ス
コ
ボ
ロ
デ
ィ
ー
ノ
で
本
線
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
南
下
す
る
ル
ー
ト
と
な

っ
た
。

二
○
○
四
年
二
月
、
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
は
、
ル
ー
ト
の
起
点
を
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
か
ら
、
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
と
バ
ム
鉄
道
の
分
岐
点
で
あ
る
タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
と
す
る
案
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
環
境
問

題
に
配
慮
し
て
バ
イ
カ
ル
湖
の
北
方
を
迂
回
し
た
後
、
途
中
の
ス
コ
ボ
ロ
デ
ィ
ー
ノ
ま
で
バ
ム
鉄
道
に
併

走
す
る
案
で
あ
る
。
折
か
ら
の
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
材
の
高
騰
や
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
、
ド
ル
安
も
あ
っ

て
、
建
設
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
い
る
。

二
○
○
四
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
、
フ
ラ
ト
コ
フ
首
相
は
、
ル
ー
ト
を
タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
か
ら
ペ
レ
ボ

ズ
ナ
ヤ
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
西
方
）
と
す
る
政
府
の
決
定
を
発
表
し
た
。

210



第３章　新規パイプラインの建設と国際連携の時代

211

ロ
シ
ア

モ
ン
ゴ
ル

中
国

日
本

バ
ン
コ
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ル

西
シ
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ノ
ボ
シ
ビ
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ス
ク
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ク
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ク
ユ
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ビ
ン

テ
ル
ス
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チ
ェ
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チ
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コ
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チ
ャ
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ダ
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地
帯

ヤ
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ク
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ノ

大
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ビ
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コ
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・
ナ
・
ア
ム
ー
レ

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

ナ
ホ
ト
カ

ウ
ラ
ジ
オ
スト
ク

ペ
レ
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ズ
ナ
ヤ

サ
ハ
リ
ン札
幌

東
京

東
シ
ベ
リ
ア

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

日
本
海

バ
イカ
ル
湖

国
境

州
境

ガ
ス
田

油
田

市

既
存
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

計
画
中
の
太
平
洋
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

（
出
所
）
石
油
公
団
資
料
か
ら
作
成
。

図
14

東
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画



s

大
慶
ル
ー
ト
の
問
題
点

大
慶
ル
ー
ト
は
、
中
国
国
内
は
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
こ
と
か
ら
距
離
が
短
く
な
り
、

コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
中
国
と
い
う
単
一
市
場
に
の
み
供
給
す
る
、
ま
さ
に

需
要
独
占
と
な
っ
て
お
り
、
貿
易
形
態
と
し
て
は
硬
直
的
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
建
設

さ
れ
た
後
で
は
、
消
費
者
側
が
買
取
り
価
格
の
改
定
を
主
張
し
た
場
合
、
供
給
側
に
は
な
ん
ら
対
抗
手
段

が
な
い
。
単
一
市
場
に
供
給
す
る
場
合
、
購
入
保
証
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
保
証
は
価

格
引
下
げ
要
求
と
交
換
材
料
に
な
り
得
る
。
供
給
力
が
上
回
る
買
い
手
市
場
に
あ
っ
て
は
価
格
は
必
ず
低

下
す
る
し
、
ロ
シ
ア
は
中
国
側
に
よ
る
デ
フ
ォ
ー
ル
ト
（
買
取
り
不
履
行
）
の
リ
ス
ク
を
常
に
負
う
。
実
際
、

オ
イ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
単
一
国
に
供
給
す
る
幹
線
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
い
う
も
の
は
こ
れ
ま
で

存
在
し
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
、
決
定
的
な
教
訓
を
与
え
た
も
の
が
、
前
述
の
二
○
○
四
年
春
か
ら
操
業
を
開
始
し
た

ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然
ガ
ス
を
黒
海
の
海
底
を
経
由
し
て
ト
ル

コ
に
供
給
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
本
格
供
給
の
始
ま
っ
た
二
○
○
三
年
三
月
か

ら
間
も
な
く
、
ト
ル
コ
側
が
経
済
危
機
に
よ
り
買
取
り
が
困
難
と
な
り
、
ガ
ス
価
格
を
四
分
の
三
に
引
き

下
げ
れ
ば
買
取
り
可
能
と
申
し
出
た
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
完
成
し
た
後
で
は
、
供
給
す
る
ロ
シ
ア
側
は
、
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圧
倒
的
に
立
場
が
弱
く
な
る
と
い
う
実
例
が
、
同
じ
ロ
シ
ア
の
足
元
に
現
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、

ロ
シ
ア
の
新
聞
論
調
に
お
い
て
も
、
ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
の
例
を
引
き
、
需
要
独
占
の
危
険
性
を
指
摘

す
る
記
事
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
政
府
内
で
も
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る
様
子
で
、
同
年
秋
以
降
か

ら
は
、
同
ル
ー
ト
を
支
持
す
る
声
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

d

太
平
洋
ル
ー
ト
の
メ
リ
ッ
ト

原
油
の
輸
出
を
所
管
す
る
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
と
し
て
は
、
太
平
洋
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
国
際
市
場
に
ア
ク

セ
ス
す
る
意
義
は
大
き
い
。
し
か
も
本
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
全
行
程
が
自
国
内
を
通
過
し
て
輸
出
港
に
行

き
着
く
。
外
洋
港
か
ら
原
油
タ
ン
カ
ー
を
用
い
て
輸
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
い
つ
い
か
な
る
状

況
に
あ
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
に
供
給
す
る
と
い
う
機
能
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。
貿
易
形
態

と
し
て
は
、
複
数
の
市
場
を
常
に
控
え
て
い
る
と
い
う
点
で
柔
軟
性
が
あ
り
、
か
つ
国
際
価
格
で
の
販
売

が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

日
本
が
期
待
し
て
い
る
ル
ー
ト
が
こ
れ
で
あ
る
。
日
本
の
原
油
輸
入
で
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
が
減
少
し
て
い
く
一
方
で
、
中
東
依
存
率
が
急
増
し
て
、
つ
い
に
は
二
○
○
一
年
に
八
八
％
と
い
う
水

準
に
達
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
の
実
現
で
東
シ
ベ
リ
ア
で
の
油
田
開
発
が
進
捗
す
れ
ば
、
日
本
の
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石
油
輸
入
の
中
東
依
存
率
を
多
少
下
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

太
平
洋
ル
ー
ト
に
比
較
劣
位
な
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
総
延
長
の
長
さ
と
総
建
設
コ
ス
ト
の
高
さ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
直
接
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
タ
リ
フ
に
反
映
し
、
井
戸
元
渡
し
の
原
油
価
格
を
引
き
下
げ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
支
援
が
あ
る
場
合
に
は
、
か
な
り
の
程
度
軽
減
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
最
大
の
問
題
は
、
供
給
可
能
な
原
油
ソ
ー
ス
の
量
で
あ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
の
試
算
に

よ
れ
ば
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
一
○
○
万

／
日
の
容
量
を
も
た
せ
な
い
と
経
済
性
が
な
い
と
い
う
。
供
給

油
田
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
方
の
ユ
ル
ブ
チ
ェ
ノ
＝
タ
ホ
モ
油
田
、
サ
ハ
共
和

国
の
タ
ラ
カ
ン
油
田
な
ど
の
開
発
を
先
行
す
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
西
シ
ベ
リ
ア
南
東
部
の

ト
ム
ス
ク
地
域
の
油
田
が
、
地
理
的
に
東
シ
ベ
リ
ア
に
近
い
こ
と
、
ト
ム
ス
ク
地
域
の
生
産
原
油
自
体
が

欧
州
市
場
を
目
指
し
て
の
西
へ
の
搬
出
に
困
難
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
シ
ベ
リ
ア
へ
の
原
油
を
供
給
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
で
も
十
分
で
な
い
場
合
と
し
て
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー

ス
ク
自
治
管
区
の
プ
リ
オ
ビ
油
田
な
ど
の
新
規
開
発
油
田
群
か
ら
の
生
産
分
を
東
に
振
り
向
け
る
こ
と
に

つ
い
て
も
可
能
性
が
あ
る
。
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２
　
コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
へ
の
天
然
ガ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

一
九
九
五
年
の
二
月
、
ロ
シ
ア
の
シ
ダ
ン
コ
と
当
時
の
中
国
石
油
天
然
気
総
公
司
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
東

シ
ベ
リ
ア
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
に
あ
る
東
ア
ジ
ア
最
大
の
埋
蔵
量
で
あ
る
五
六
・
四
兆
立
方

を
有
す
る

コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
の
開
発
に
関
し
て
、
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
を
行
な
う
こ
と
で
合
意
し
た
。
同
社
は
、
コ

ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
の
開
発
ラ
イ
セ
ン
ス
を
有
す
る
ル
シ
ア
・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
社
の
主
要
株
主
で
あ
る
。

翌
一
九
九
六
年
四
月
に
、
ロ
シ
ア
と
中
国
は
コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
を
含
む
東
シ
ベ
リ
ア
の
開
発
に
関
す

る
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
（
協
定
原
案
）
に
署
名
し
た
。
同
じ
く
ガ
ス
供
給
を
期
待
す
る
韓
国
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

通
過
国
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
も
参
加
し
て
、
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
の
実
施
に
関
す
る
覚
書

が
署
名
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
二
月
、
ロ
シ
ア
と
中
国
の
間
で
、
コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
の
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
に
関
し
て
基

本
合
意
書
が
締
結
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
側
に
よ
る
当
初
案
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
と
モ
ン

ゴ
ル
で
一
八
三
○

、
中
国
の
北
京
を
経
由
し
て
将
来
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
予
定
地
で
あ
る
黄
海
に
面
し
た

青
島
ま
で
二
六
九
○

で
あ
る
。
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一
方
、
中
国
側
の
案
は
、
こ
れ
に
対
し
て
モ
ン
ゴ
ル
を
迂
回
し
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
、
ウ
ラ
ン
ウ
デ
、

チ
タ
、
ザ
バ
イ
カ
ル
ス
ク
を
通
り
、
中
ロ
国
境
を
経
て
満
州
里
、
チ
チ
ハ
ル
、
大
慶
、
ハ
ル
ビ
ン
、
長
春
、

瀋
陽
を
通
り
北
京
経
由
青
海
に
至
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
部
分
は
九
六
○

、
中
国
国
内
は
三
○
○

一

の
総
延
長
で
あ
る
。
総
建
設
費
は
六
○
〜
六
五
億

、
ま
た
コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
の
開
発
に
さ
ら
に

五
五
〜
六
○
億

が
見
込
ま
れ
る
。

天
然
ガ
ス
輸
入
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
か
ね
が
ね
シ
ベ
リ
ア
の
天
然
ガ
ス
に
関
心
を
有
し
て
い
た
韓
国

は
、
二
○
○
○
年
十
一
月
に
こ
の
ス
タ
デ
ィ
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
、
ル
シ
ア
・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
、
Ｃ
Ｎ

Ｐ
Ｃ
、
韓
国
ガ
ス
公
社
（
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｓ
）
が
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
計
画
に
調
印
し
た
。
ロ
シ
ア
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
経
済
性
の
観
点
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
を
通
過
す
る
最
短
ル
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
た
が
、
中
国
と
し
て
は

政
治
的
に
微
妙
な
関
係
に
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら
外
し
た
い
意
向
で
、
韓
国
は
中

国
に
対
し
て
理
解
を
示
す
立
場
を
と
っ
た
。
韓
国
向
け
の
ル
ー
ト
は
、
当
初
案
で
は
瀋
陽
か
ら
支
線
が
大

連
に
伸
び
て
、
黄
海
を
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
韓
国
西
海
岸
の
仁
川
ま
で
至
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
は
お
の
お
の
ス
タ
デ
ィ
を
進
め
、
二
○
○
二
年
三
月
に
は
そ
の
結
果

を
持
ち
寄
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
た
が
、
各
国
の
思
惑
も
あ
っ
て
作
業
は
遅
れ
気
味
に
推
移
し
た
。
商
業

化
ス
タ
デ
ィ
の
結
果
は
、
二
○
○
三
年
十
一
月
に
よ
う
や
く
報
告
さ
れ
た
。
ル
ー
ト
は
、
大
連
か
ら
北
朝
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鮮
を
迂
回
す
る
た
め
に
黄
海
に
入
り
、
韓
国
の
平
沢
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
に
陸
上
げ
す
る
と
い
う
も
の
で
、
中

国
と
韓
国
は
、
目
標
と
し
て
い
る
二
○
○
八
年
の
稼
働
初
年
度
に
一
二
○
億
立
方

、
そ
の
後
年
間
三
○

○
億
立
方

、
う
ち
中
国
二
○
○
億
立
方

、
韓
国
一
○
○
億
立
方

を
引
き
取
る
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の

国
内
に
対
し
て
は
年
六
○
億
立
方

を
供
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
問
題
点
が
三
点
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
総
建
設
費
は
当
初
の
一
一
○
〜
一
二
○
億

か
ら

一
八
○
億

へ
と
高
騰
し
た
。
ま
た
、
ル
ー
ト
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
国
内
で
は
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
南
を
通
り
、

満
州
里
付
近
か
ら
中
国
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
先
の
大
慶
向
け
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
計
画
で

環
境
問
題
を
指
摘
さ
れ
た
ル
ー
ト
で
あ
り
、
実
現
性
は
低
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ガ
ス
価
格
に
つ
い
て

は
、
ロ
シ
ア
側
は
国
内
供
給
ガ
ス
の
価
格
を
四
○
〜
四
五

／
一
○
○
○
立
方

（
一
○
○
万B

tu

〈
英
国
熱

量
単
位
〉
当
た
り
一
・
一
三
〜
一
・
二
七

）、
中
国
へ
の
販
売
価
格
と
し
て
は
少
な
く
と
も
七
五

／
一
○
○

○
立
方

（
一
○
○
万B

tu

当
た
り
二
・
一
二

）
を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
国
側
は
石
炭
連
動
価
格

と
し
て
こ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
額
を
主
張
し
、
合
意
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。

中
国
の
国
内
ガ
ス
価
格
に
関
し
て
は
、「
西
気
東
輸
」
に
よ
る
ガ
ス
を
受
け
る
上
海
で
は
、
一
立
方

当

た
り
一
・
三
元
（
一
○
○
万B

tu

当
た
り
四
・
四
五

）
で
、
四
川
省
の
域
内
価
格
の
二
倍
と
い
わ
れ
る
。
一
方
、

コ
ビ
ク
タ
の
ガ
ス
の
向
か
う
東
北
三
省
は
工
業
用
が
主
で
あ
り
、
は
る
か
に
低
い
価
格
と
せ
ざ
る
を
得
な
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い
。
こ
の
価
格
問
題
の
た
め
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
事
実
上
頓
挫
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り
現
実

的
な
解
決
策
と
し
て
は
、
中
国
側
が
モ
ン
ゴ
ル
ル
ー
ト
を
復
活
し
、
中
国
華
北
地
方
で
よ
り
高
い
値
段
で

ガ
ス
を
引
き
取
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
政
策
転
換
の
可
能
性
は
低
い
。

３
　
チ
ャ
ヤ
ン
ダ
・
ガ
ス
田
か
ら
中
国
東
北
部
へ
の
天
然
ガ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

同
様
に
、
サ
ハ
共
和
国
の
チ
ャ
ヤ
ン
ダ
・
ガ
ス
田
に
つ
い
て
は
、
サ
ハ
共
和
国
の
国
営
石
油
サ
ハ
ネ
フ

チ
ェ
ガ
ス
と
中
国
石
油
天
然
気
集
団
公
司
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
が
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
を
一
九
九
九
年
か
ら
二
○
○

一
年
に
か
け
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
開
発
計
画
は
、
コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
の
開
発
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
共
有
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
つ
い
て
連
関
性
を
保
ち
つ
つ
立
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
時
の
可
採
埋
蔵
量
と
し
て
一
・
二
四
兆
立
方

（
四
三
・
八
兆
立
方

）、
中
国
へ
年
間
二
○
○
億
立

方

の
ガ
ス
を
輸
出
す
る
総
延
長
三
五
○
○

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
し
、
こ
れ
を
含
む
総
開
発
コ
ス

ト
は
二
○
○
億

と
試
算
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
サ
ハ
側
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
南
へ

向
け
、
中
国
東
北
地
方
の
瀋
陽
へ
至
る
総
延
長
二
七
○
○

、
総
工
費
一
○
○
億

の
案
を
提
唱
し
、
中

国
側
と
は
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ガ
ス
価
格
に
お
い
て
も
、
サ
ハ
側
が
国
際
価
格
に
ほ
ぼ
近

218



い
一
二
三
〜
一
三
二

／
一
○
○
○
立
方

を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
国
側
は
五
七

／
一
○
○

○
立
方

と
し
、
依
然
隔
た
り
を
残
し
た
ま
ま
交
渉
が
頓
挫
し
て
い
る
。

5

カ
ス
ピ
海
諸
国
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画

カ
ス
ピ
海
を
取
り
巻
く
国
々
、
な
か
で
も
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、
ソ
連
邦
の
崩
壊

後
、
い
ち
早
く
西
側
の
資
本
と
技
術
を
精
力
的
に
導
入
し
て
、
依
然
と
し
て
経
済
混
乱
の
渦
中
に
あ
っ
た

ロ
シ
ア
を
尻
目
に
、
自
国
内
の
未
開
発
油
田
を
開
発
・
生
産
段
階
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
。
こ
う
し
て
い
ち
早

く
石
油
生
産
の
立
ち
直
り
を
み
せ
た
が
、
そ
れ
ま
で
ソ
連
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

こ
れ
ら
の
国
々
は
、
ほ
ど
な
く
輸
出
手
段
の
制
約
と
い
う
隘
路
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
、
両
国
は

油
田
開
発
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
と
い
う
二
正
面
作
戦
を
、
欧
米
諸
国
や
ロ
シ
ア
を
含
め
た
国
際
的
な
枠

組
み
を
用
意
す
る
な
か
で
構
築
し
つ
つ
あ
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
問
題
が
油
田
開
発
と
並
ん
で
中
心
的
な
課

題
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
カ
ス
ピ
海
諸
国
の
石
油
の
特
質
が
あ
る
。

す
で
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
完
成
し
、
い
く
つ
か
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
カ
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ス
ピ
海
地
域
の
原
油
を
受
け
入
れ
る
市
場
は
歴
史
的
に
ロ
シ
ア
・
東
欧
で
あ
っ
た
が
、
独
立
前
後
か
ら
西

欧
、
地
中
海
も
市
場
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
今
後
の
計
画
に
は
ア
ジ
ア
、
な
か
で
も

中
国
が
視
野
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
カ
ス
ピ
海
地
域
の
石
油
は
、
今
後
の
成
長
を
加
味
し
て
も
、
ロ
シ
ア

に
比
較
し
て
そ
の
規
模
は
せ
い
ぜ
い
五
分
の
一
程
度
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
世
界
市
場
へ
の
供
給
ソ
ー
ス

と
し
て
の
新
た
な
役
割
を
負
う
地
域
で
あ
る
（
一
八
三
ペ
ー
ジ
図
12
参
照
）﹇
本
村
　
二
○
○
三
ｃ
﹈。

１
　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
輸
出

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
テ
ン
ギ
ス
油
田
が
一
九
九
一
年
か
ら
生
産
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
開
発
中
で
あ
る
。

カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
は
評
価
段
階
で
あ
る
が
、
大
規
模
な
埋
蔵
量
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
石
油
生
産
量
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
中
国
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
も
動
き
出
し

た
。
天
然
ガ
ス
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
能
力
と
し
て
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
一
○
分
の
一
程
度

で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
後
は
カ
ラ
チ
ャ
ガ
ナ
ク
・
ガ
ス
田
の
本
格
開
発
、
そ
し
て
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
生

産
に
伴
う
膨
大
な
随
伴
ガ
ス
に
よ
り
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
並
み
の
産
ガ
ス
国
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。
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パイプライン CPC ボスポラス
迂回

カザフスタン
－中国

操 業 開 始 2001年10月 2007年 －

事 業 者 ／
パートナー

アクトベムナ
イガス（60%
CNPC），
トランスネ
フチェガス

供 給 油 田 テンギス油田他 － ウゼニ油田

埋 蔵 量 90億バレル 10億バレル

積出し地点 テンギス油田 ブルゴス
（ブルガリア）

ウゼニ油田

ターミナル ノボロシースク アレクサンドロポ
リス（ギリシャ）

アチュラウ
－アラシャンコウ

総 延 長 1,500km 300km 3,100km

容 量 56万→135万バレル／日 70万
バレル／日

40万
バレル／日

総 費 用 － 6～7億ドル
30～40億
ドル

表21 カザフスタンからの新規パイプライン計画
（完成済みも含む）

（出所）各種資料から筆者作成。

ロシア（24%）
カザフスタン（19%）
オマーン（7%）
シェブロン･テキサコ（15%）
ルクアルコ（12.5%）
ロスネフチ･シェル（7.5%）
エクソン･モービル（7.5%）
アジップ（2％），BG（2%）
カザフオイル（1.75%）
オリックス（1.75%）

トランスネフ
チ，ユコス，
ストロイトラ
ンスガス



カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
豊
富
に
石
油
を
産
す
る
西
部
が
ロ
シ
ア
へ
輸

出
し
、
人
口
の
多
い
南
東
部
が
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
石
油
を
輸
入
す
る
と
い
う
も
の
で
、
東
西
を
つ
な
ぐ
シ

ス
テ
ム
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

今
後
、
石
油
生
産
量
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
は
別

個
に
、
複
数
の
新
規
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
構
想
さ
れ
て
い
る
（
表
21
）。
内
陸
国
で
あ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
と

っ
て
、
特
定
国
の
み
に
輸
出
経
路
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
は
安
全
保
障
上
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
ナ

ザ
ル
バ
ー
エ
フ
大
統
領
は
、
マ
ル
チ
の
原
油
輸
出
ル
ー
ト
を
建
設
す
る
こ
と
を
国
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る

（
表
21
）。

a

Ｃ
Ｐ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
カ
ス
ピ
海
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
･
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
に
よ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
二
○
○
一
年
十
月

十
四
日
に
全
面
稼
働
を
開
始
し
、
こ
の
時
黒
海
の
ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
に
近
い
オ
ゼ
レ
イ
ェ
フ
カ
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
は
、
初
め
て
テ
ン
ギ
ス
原
油
が
タ
ン
カ
ー
に
積
み
込
ま
れ
た
。
ル
ー
ト
は
、
テ
ン
ギ
ス
油
田
を
起

点
と
し
、
カ
ス
ピ
海
の
北
岸
か
ら
、
コ
ー
カ
サ
ス
北
麓
を
通
っ
て
黒
海
に
至
る
も
の
で
、
総
延
長
は
一
五

○
○

、
当
初
の
容
量
は
五
六
万

／
日
、
そ
の
後
ポ
ン
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
追
加
に
よ
り
、
二
○
一
○
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年
に
一
三
五
万

／
日
ま
で
拡
大
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
本
計
画
の
立
案
か
ら
完
成
ま
で
八
年
が
経
過
し

て
お
り
、
技
術
や
油
田
開
発
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
国
家
間
の
利
害
調
整
と
い
う
障
壁
を
克
服
し
て
の
事

業
で
あ
っ
た
。

テ
ン
ギ
ス
油
田
の
発
見
は
一
九
七
九
年
で
、
ソ
連
の
技
術
と
資
金
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
油

田
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
米
国
の
シ
ェ
ブ
ロ
ン
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
国
営
石
油
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
ム
ナ
イ

ガ
ス
（
当
時
）
と
の
間
で
、
九
三
年
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
テ
ン
ギ
ス
シ
ェ
ブ
ロ
イ
ル
（
Ｔ
Ｃ

Ｏ
）
が
設
立
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
が
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
同
油
田

か
ら
の
原
油
を
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ロ
シ
ア
の
み
を
通
過
し
て
黒
海
の
ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
国
際
市
場
へ
輸
出
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
べ
く
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
オ
マ
ー
ン
の
政

府
の
み
を
呼
ん
で
（
す
な
わ
ち
、
欧
米
企
業
を
入
れ
な
い
方
針
で
）、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
、
一
種

の
対
抗
措
置
と
い
え
る
。

同
じ
頃
、
生
産
を
開
始
し
て
い
た
テ
ン
ギ
ス
油
田
は
、
ア
チ
ュ
ラ
ウ
＝
サ
マ
ラ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通

じ
て
、
原
油
を
ロ
シ
ア
経
由
で
輸
出
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
政
府
は
自
国
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
会
社
で

あ
る
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
を
通
じ
て
、
通
油
量
の
制
限
を
課
す
な
ど
、
テ
ン
ギ
ス
シ
ェ
ブ
ロ
イ
ル
を
締
め
上

げ
る
策
に
出
た
。
こ
ち
ら
は
、
消
耗
戦
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
側
と
テ
ン
ギ
ス
シ
ェ
ブ
ロ
イ
ル
は
、
一
九
九
六
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年
に
は
Ｃ
Ｐ
Ｃ
が
シ
ェ
ア
の
五
○
％
を
西
側
企
業
に
放
出
し
、
翌
年
に
は
テ
ン
ギ
ス
シ
ェ
ブ
ロ
イ
ル
の
側

が
権
益
の
五
％
を
ル
ク
オ
イ
ル
と
ア
ル
コ
の
合
弁
企
業
ル
ク
ア
ル
コ
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
、
結
局
妥
協
す

る
形
で
事
を
収
め
た
。
こ
の
一
連
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
カ
ス
ピ
海
地
域
に
お
い
て
事
業
展
開
す
る
場
合
で

も
、
ロ
シ
ア
の
関
与
を
あ
る
程
度
認
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

s

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
―
中
国
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

中
国
向
け
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
は
、
一
九
九
七
年
に
中
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
（
石
油
天
然
気
総
公
司
、
当
時
）

が
ア
ク
ト
ベ
ム
ナ
イ
ガ
ス
の
権
益
六
○
・
二
％
を
取
得
す
る
際
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側
か
ら
課
さ
れ
た
条

件
で
あ
る
。
ア
ク
ト
ベ
ム
ナ
イ
ガ
ス
は
北
カ
ス
ピ
堆
積
盆
地
の
ケ
ン
キ
ャ
ク
油
田
と
ザ
ナ
ゾ
ー
ル
油
田
を

擁
す
る
が
、
生
産
量
の
不
足
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
長
ら
く
未
着
工
と
な
っ
て
い
た
。
二
○
○

二
年
の
生
産
量
は
両
油
田
で
八
・
六
万

／
日
（
四
三
○
万

／
年
）
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
輸
送
能
力
で
あ

る
四
○
万

／
日
（
二
○
○
○
万

／
年
）
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
ア
チ
ュ
ラ
ウ
か
ら
北
東
に
あ
る
ケ
ン
キ
ャ
ク
油
田
、
東
に
転
じ

て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
中
部
の
ク
ム
コ
ル
油
田
を
通
り
、
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
の
国
境
の
ア
ラ
シ
ャ

ン
コ
ウ
（
亜
拉
山
口
）
ま
で
、
総
延
長
三
一
○
○

、
通
油
量
は
四
○
万

／
日
、
総
工
費
は
三
○
〜
四
○
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億

を
見
込
ん
で
い
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
に
と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
以
外
を
経
由
し
て
外
国
の
市
場
に
石
油
を
輸
出
す
る
こ
と

は
国
策
で
あ
り
、
本
計
画
は
Ｃ
Ｐ
Ｃ
に
次
い
で
最
も
実
現
性
の
高
い
計
画
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
毎
年
秋
、

ア
ル
マ
ト
ゥ
イ
で
開
催
さ
れ
る
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
際
石
油
・
天
然
ガ
ス
展
示
会
、K

azakhstan

International
O

il
and

G
as

E
xhibition

）
に
お
け
る
国
営
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
会
社
カ
ズ
ト
ラ
ン
ス
オ
イ

ル
の
ブ
ー
ス
で
は
、
こ
の
計
画
が
毎
回
大
き
な
パ
ネ
ル
で
展
示
さ
れ
て
お
り
、
係
員
が
熱
心
に
こ
の
よ
う

な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
必
要
性
を
語
る
な
ど
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
一
方
、

同
じ
一
九
九
○
年
代
末
頃
、
ア
ク
ト
ベ
ム
ナ
イ
ガ
ス
で
は
中
国
側
に
よ
る
カ
ザ
フ
人
職
員
の
解
雇
問
題
が

発
生
し
た
り
し
て
、
職
場
環
境
は
緊
張
の
続
く
状
況
で
あ
っ
た
。
筆
者
も
こ
の
頃
、
国
営
石
油
カ
ザ
フ
オ

イ
ル
の
幹
部
か
ら
、
ア
ク
ト
ベ
ム
ナ
イ
ガ
ス
の
職
場
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
愚
痴
と
も
と
れ
る
内
容
を
聞

か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
頃
ま
で
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
を
熱
心
に

検
討
し
た
形
跡
は
な
い
。

状
況
が
変
化
し
た
の
は
、
二
○
○
二
年
の
十
二
月
で
あ
る
と
い
う
。
二
○
○
○
年
前
後
、
中
国
は
東
シ

ベ
リ
ア
の
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
か
ら
大
慶
に
向
け
た
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
実
現
に
総
力
を
あ
げ
て
お
り
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
に
つ
い
て
は
棚
上
げ
状
態
で
あ
っ
た
。
中
国
側
が
認
識
を
改
め
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た
の
は
、
二
○
○
二
年
十
二
月
ス
ラ
ブ
ネ
フ
チ
の
株
式
取
得
問
題
か
ら
で
あ
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
取
得
に
名

乗
り
を
上
げ
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
政
府
側
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
拒
絶
に
近
い
扱
い
を
受
け
る
形
で
頓
挫
し
、

そ
れ
に
先
立
つ
十
一
月
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
訪
中
に
お
い
て
も
大
慶
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
の
交
渉
が
迷
走

を
始
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
ナ
ザ
ル
バ
ー
エ
フ
大
統
領
は
、
上
海
協
力
機
構
（
ロ
シ
ア
、
中
国
、
キ
ル
ギ
ス

タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
六
カ
国
に
よ
る
地
域
協
力
組
織
。
二
○
○
一
年

六
月
発
足
）
へ
の
出
席
の
た
め
こ
の
直
後
に
北
京
を
訪
問
し
、
懸
案
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
―
中
国
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
計
画
の
意
義
を
改
め
て
強
調
し
た
。
中
国
政
府
は
、
こ
の
時
点
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
い
う
原
油
供
給

ソ
ー
ス
の
確
保
に
あ
た
っ
て
、
時
期
を
逸
す
る
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
た
と
い
う
。

中
国
側
に
と
っ
て
の
本
計
画
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
中
国
の
急
増
す
る
石
油
需
要
に
対
処
す
る
供
給
ソ

ー
ス
の
多
様
化
、
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
の
懸
念
の
い
ら
な
い
陸
路
か
ら
の
直
接
的
な
原
油
輸
入
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
と
の
関
係
強
化
と
貿
易
促
進
な
ど
が
あ
る
。
一
部
の
報
道
に
は
、「
西
部
大
開
発
」
の
一
環
と
し
て
の

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
へ
の
経
済
効
果
と
い
う
見
方
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
同
自
治
区
は
原
油
も
石
油

製
品
も
供
給
が
需
要
を
上
回
っ
て
お
り
、
原
油
は
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
運
ば
れ
た
後
、

鉄
道
貨
車
に
積
ま
れ
て
蘭
州
の
製
油
所
へ
送
ら
れ
る
し
か
な
い
。
国
境
を
越
え
た
ア
ラ
シ
ャ
ン
コ
ウ
の
先

は
、
新
疆
油
田
有
限
責
任
公
司
の
操
業
す
る
カ
ラ
マ
イ
油
田
で
あ
る
が
、
四
○
万

／
日
の
原
油
が
西
か
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ら
入
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
新
疆
側
も
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
拡
充
工
事
が
必
要
と
な
る
。
当
面
は
独
山
子
（
ト

ゥ
オ
シ
ャ
ン
ツ
）
製
油
所
ま
で
運
ば
れ
て
製
品
化
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
中
国
国
内
の
パ
イ
プ
の
区
間

は
二
五
二

で
あ
る
。

第
１
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
た
る
ア
チ
ュ
ラ
ウ
―
ケ
ン
キ
ャ
ク
区
間
は
二
○
○
三
年
五
月
に
完
工
し
た
。
当
面
、

ケ
ン
キ
ャ
ク
油
田
と
ザ
ナ
ゾ
ー
ル
油
田
の
原
油
が
南
東
方
向
の
カ
ス
ピ
海
岸
の
ア
チ
ュ
ラ
ウ
製
油
所
に
運

ば
れ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
は
、
中
国
向
け
の
本
格
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
原
油
は
北
東
方
向
へ
逆
送
さ
れ
る
。
ク

ム
コ
ル
油
田
東
方
の
ア
タ
ス
か
ら
国
境
の
ア
ラ
シ
ャ
ン
コ
ウ
ま
で
の
九
八
八

の
パ
イ
プ
建
設
が
第
２
フ

ェ
ー
ズ
で
あ
る
。
工
事
は
二
○
○
四
年
九
月
に
開
始
さ
れ
た
。
第
一
期
輸
送
能
力
は
年
間
一
○
○
○
万

、

二
○
○
五
年
末
に
も
操
業
開
始
と
見
込
ま
れ
る
。
第
二
期
に
は
、
年
間
二
○
○
○
万

に
な
る
。

近
隣
の
油
田
か
ら
ア
タ
ス
ま
で
は
、
鉄
道
に
よ
る
原
油
輸
送
が
な
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
東
部
で
は
、
北
に
あ
る
西
シ
ベ
リ
ア
の
産
油
地
帯
か
ら
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
北
東
部
の
パ

ブ
ロ
ダ
ー
ル
の
製
油
所
に
原
油
が
供
給
さ
れ
、
さ
ら
に
ア
タ
ス
を
経
由
し
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
東
部
を
南

に
下
り
、
最
後
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
ま
で
至
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
通
っ
て
い
る
（
一
八
三
ペ
ー
ジ
図
12

参
照
）。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
シ
ベ
リ
ア
原
油
の
輸
入
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
、
そ
の
一
部
を

新
疆
―
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
へ
回
す
と
い
う
構
想
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
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ケ
ン
キ
ャ
ク
―
ク
ム
コ
ル
―
ア
タ
ス
の
第
３
フ
ェ
ー
ズ
は
、
近
々
予
備
的
な
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
の
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

２
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
輸
出

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、
二
○
○
三
年
十
月
に
前
大
統
領
の
息
子
で
あ
る
イ
ル
ハ
ム
・
ア
リ
エ
フ
が
新

大
統
領
に
な
っ
て
か
ら
、
大
方
の
予
想
に
反
し
て
政
治
的
に
は
安
定
感
が
増
し
て
き
て
い
る
。
石
油
の
輸

出
は
Ｂ
Ｔ
Ｃ
（
バ
ク
ー
・
ト
ビ
リ
シ
・
ジ
ェ
イ
ハ
ン
）
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
完
成
す
る
二
○
○
五
年
以
降
よ
う
や

く
本
格
化
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
よ
り
、
石
油
開
発
は
一
段
落
す
る
。
一
方
天
然
ガ
ス
に

つ
い
て
は
、
ト
ル
コ
へ
の
供
給
を
前
提
に
シ
ャ
ー
・
デ
ニ
ス
・
ガ
ス
田
の
開
発
が
決
定
さ
れ
た
が
、
ト
ル

コ
市
場
の
安
定
性
で
は
問
題
が
あ
り
、
不
透
明
感
は
拭
え
な
い
。

a

ア
ゼ
リ
＝
チ
ラ
グ
＝
グ
ネ
シ
リ
油
田
か
ら
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

カ
ス
ピ
海
の
ア
ゼ
リ
＝
チ
ラ
グ
＝
グ
ネ
シ
リ
（
Ａ
Ｃ
Ｇ
）
油
田
は
、
一
九
九
七
年
十
一
月
に
初
め
て
生
産

に
漕
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
時
使
用
し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
バ
ク
ー
か
ら
カ
ス
ピ
海
の
西
縁
を
北
に
隣
接
す
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る
ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国
の
首
都
マ
ハ
チ
カ
ラ
ま
で
北
上
し
、
西
へ
向
き
を
変
え
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
北
麓
を

通
り
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
の
グ
ロ
ー
ズ
ヌ
イ
を
経
て
黒
海
の
ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
に
ま
で
至
る
、
い
わ
ゆ
る

「
北
ル
ー
ト
」
で
あ
る
（
図
16
参
照
）。
こ
の
容
量
は
約
一
○
万

／
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
ロ
シ
ア
側

か
ら
バ
ク
ー
の
製
油
所
に
送
ら
れ
て
い
た
ラ
イ
ン
を
修
復
し
、
逆
送
し
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
四
月
に
は
、
バ
ク
ー
か
ら
西
方
へ
コ
ー
カ
サ
ス
の
谷
あ
い
を
通
り
、
グ
ル
ジ
ア
の
黒
海
沿

岸
に
あ
る
ス
プ
サ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ま
で
至
る
、
総
延
長
九
○
○

の
「
西
ル
ー
ト
」
が
建
設
さ
れ
、
ア

ゼ
リ
原
油
は
ロ
シ
ア
領
を
経
由
せ
ず
国
際
市
場
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
ノ

ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
出
荷
す
る
場
合
は
ウ
ラ
ル
原
油
と
混
ざ
る
こ
と
か
ら
、
国
際
石
油
市

場
で
は
高
硫
黄
原
油
と
し
て
値
付
け
さ
れ
る
の
に
対
し
、
西
ル
ー
ト
で
は
、
低
硫
黄
の
ア
ゼ
リ
原
油
の
ま

ま
輸
出
が
可
能
で
あ
る
。
容
量
は
一
三
万

／
日
で
あ
る
。
西
ル
ー
ト
の
完
成
に
よ
り
、
北
ル
ー
ト
は
ほ

と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
西
ル
ー
ト
に
グ
ル
ジ
ア
の
ト
ビ
リ
シ
ま
で
併
走
し
、
南
に
向
き
を
変
え
て
ト
ル
コ
に
入
り
、
地
中

海
の
ジ
ェ
イ
ハ
ン
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
至
る
、
Ｂ
Ｔ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
、
二
○
○
二
年
か
ら
建
設
が
開
始

に
な
り
、
二
○
○
五
年
の
操
業
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
容
量
は
一
○
○
万

／
日
（
年
間
五
○
○
○
万

）

で
あ
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
、
油
田
の
本
格
的
な
開
発
が
進
め
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ら
れ
て
い
る
。
上
の
写
真
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
―
グ
ル
ジ
ア
の
国
境
に
近
い
場
所
で
の
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
現
場
で
あ
る
。

s

シ
ャ
ー
・
デ
ニ
ス
・
ガ
ス
田
の
開
発
と

南
コ
ー
カ
サ
ス
（
Ｂ
Ｔ
Ｅ
）
パ
イ
プ
ラ

イ
ン

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
カ
ス
ピ
海
が
鉱
区
開

放
さ
れ
た
時
点
で
、
最
も
構
造
規
模
が
大
き
く

注
目
を
集
め
た
の
が
シ
ャ
ー
・
デ
ニ
ス
鉱
区

で
、
Ｂ
Ｐ
、
ス
タ
ッ
ト
オ
イ
ル
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

な
ど
か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
こ
れ
を
取

得
し
た
。
一
九
九
九
年
の
最
初
の
試
掘
結
果
は

期
待
に
反
し
て
天
然
ガ
ス
で
あ
っ
た
が
、
可
採

埋
蔵
量
は
二
二
兆
立
方

と
い
わ
れ
、
ガ
ス
開
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発
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
考
え
得
る
市
場
は
ト
ル
コ
以
外
に
な
く
、
ル
ー
ト
は
Ｂ
Ｔ
Ｃ

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
途
中
ま
で
併
走
し
、
ト
ビ
リ
シ
を
過
ぎ
て
ト
ル
コ
に
入
る
と
、
ト
ル
コ
の
国
内
ガ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
東
端
に
当
た
る
エ
ル
ズ
ル
ー
ム
に
つ
な
ぎ
込
む
（
図
16
）。
三
都
市
名
を
冠
し
て
Ｂ
Ｔ
Ｅ
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
、
あ
る
い
は
「
南
コ
ー
カ
サ
ス
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
と
称
す
る
。

シ
ャ
ー
･
デ
ニ
ス
･
ガ
ス
田
の
発
見
に
よ
り
、
一
九
九
○
年
代
前
半
か
ら
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
よ
り

進
め
ら
れ
て
い
た
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
経
由
し
て
ト
ル
コ
に
ガ
ス
を
供
給
す

る
ト
ラ
ン
ス
・
カ
ス
ピ
ア
ン
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ガ
ス
を
ど
の
程
度
輸
送

す
る
か
で
紛
糾
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
事
業
化
の
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
。

南
コ
ー
カ
サ
ス
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ト
ル
コ
と
は
二
○
○
六
年
後
半
か
ら
供
給
を
開
始

し
、
供
給
量
は
年
間
六
六
億
立
方

と
す
る
こ
と
で
二
○
○
一
年
三
月
に
合
意
し
た
。
し
か
し
、
ト
ル
コ

経
済
は
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
二
○
○
三
年
前
半
に
供
給
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
ブ
ル

ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
に
お
い
て
も
受
け
取
り
が
一
時
停
止
す
る
な
ど
、
ガ
ス
市
場
と
し
て
不
安
定
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。

二
○
○
三
年
六
月
、
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
石
油
ガ
ス
会
議
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
の
外
務
次
官

兼
カ
ス
ピ
海
問
題
大
統
領
特
使
（
当
時
）
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
カ
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ィ
は
、
ロ
シ
ア
経
由
の
既
存
パ
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イ
プ
ラ
イ
ン
の
活
用
を
訴
え
、
暗
に
南
コ
ー
カ
サ
ス
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
を
牽
制
し
た
。
カ
リ
ュ

ー
ジ
ニ
ィ
は
折
し
も
ト
ル
コ
へ
の
供
給
が
開
始
さ
れ
て
す
ぐ
に
、
ト
ル
コ
の
経
済
危
機
か
ら
天
然
ガ
ス
の

供
給
停
止
に
立
ち
い
た
っ
た
ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
も
し
も
ト
ル

コ
に
と
っ
て
ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
の
ガ
ス
が
不
要
な
の
だ
と
し
た
ら
、
ど
う
し
て
新
た
な
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
を
ト
ル
コ
ま
で
引
く
必
要
が
あ
る
の
か
？
」
と
訴
え
た
。
カ
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ィ
の
主
張
は
明
快
で
、
将
来

的
に
既
存
の
ロ
シ
ア
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
向
け
天
然
ガ
ス
輸
出
ラ
イ
ン
を
逆
送
し
て
、
シ
ャ
ー
・
デ

ニ
ス
の
ガ
ス
を
黒
海
北
方
ま
で
送
り
、
そ
こ
か
ら
既
存
設
備
と
な
っ
た
ブ
ル
ー
・
ス
ト
リ
ー
ム
の
ラ
イ
ン

を
利
用
し
て
、
ト
ル
コ
へ
ガ
ス
を
輸
出
す
る
の
が
最
も
安
価
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ミ
レ
ル
社
長
は
二
○
○
三
年
五
月
、
グ
ル
ジ
ア
と
交
渉
し
、
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
を

グ
ル
ジ
ア
経
由
で
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ト
ル
コ
に
輸
出
す
る
契
約
に
調
印
し
た
。
こ
れ
も
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
・

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
牽
制
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工
事
は
開
始
さ
れ
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
部
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る

ス
タ
ッ
ト
オ
イ
ル
は
、
事
業
の
経
済
性
に
関
し
て
自
信
を
深
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
ガ
ス
田

自
体
が
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
を
多
く
含
み
、
生
産
開
始
で
ガ
ス
以
外
に
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
で
も
大
き
な
収
入

が
見
込
め
る
こ
と
、
次
い
で
ト
ル
コ
が
欧
州
へ
の
ガ
ス
回
廊
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
つ
つ
あ
り
、
カ
ス
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ピ
海
な
ど
か
ら
の
天
然
ガ
ス
を
、
自
国
消
費
の
み
で
な
く
、
欧
州
へ
再
輸
出
す
る
と
い
う
「
回
廊
構
想
」

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

３
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
天
然
ガ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
は
ま
す
ま
す
ニ
ヤ
ゾ
フ
大
統
領
の
独
裁
が
強
ま
り
、
市
内
に
は
か
つ
て
の
イ
ラ
ク

並
み
に
大
統
領
の
肖
像
画
や
銅
像
が
あ
ふ
れ
る
異
様
な
光
景
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
近
隣
諸
国
で
の

ア
ネ
ク
ド
ー
ト
（
政
治
的
小
話
）
の
絶
好
の
種
と
な
っ
て
い
る
。
同
国
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
を
経
由
せ
ず
西

欧
市
場
に
直
接
に
、
そ
れ
も
高
い
値
段
で
ガ
ス
を
販
売
す
る
こ
と
が
悲
願
で
あ
り
、
一
九
九
○
年
代
末
に

は
カ
ス
ピ
海
経
由
で
ト
ル
コ
を
通
り
欧
州
市
場
に
至
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
想
が
実
現
し
か
け
た
が
、
通
過

地
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
巨
大
ガ
ス
田
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
水
泡
に
帰
し
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
最
も
内
陸
に
位
置
す
る
同
国
は
、
イ
ン
フ
ラ
面
で
も
厳
し
い
条
件
下
に
あ
り
、
政
策
選
択
の
幅
は
限
ら

れ
る
。
天
然
ガ
ス
は
、
ソ
連
時
代
と
同
様
に
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
輸
出
を
続
け
る
以
外
に
道
は

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

ダ
ウ
レ
タ
バ
ー
ド
・
ガ
ス
田
（
埋
蔵
量
四
○
・
六
兆
立
方

）
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
主
要
な
産
ガ
ス
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地
域
で
あ
る
ア
ム
＝
ダ
リ
ア
堆
積
盆
地
に
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
最
大
の
ガ
ス
田
で
あ
る
。
ガ
ス
の
生
産
開
始

は
一
九
八
四
年
か
ら
で
、
同
国
ガ
ス
生
産
の
主
力
を
な
し
て
い
る
。

天
然
ガ
ス
の
国
内
需
要
は
一
三
○
億
立
方

／
年
程
度
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ガ
ス
は
ロ
シ
ア
向
け
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
生
産
量
は
、
ソ
連
時
代
に
は
八
○
○
〜
九
○
○
億
立
方

／
年
の

レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
未
払
い
問
題
が
発
生
し
、
か
つ
ロ
シ
ア
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
以
外
の
国
へ
の

輸
出
を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
関
係
が
悪
化
し
、
輸
出
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
生
産
量
が
激
減
し
た
。
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BTC BTE
（南コーカサス）

アゼルバイジャン

石 油 ガ ス

欧 州 トルコ

建設中 建設中

2005年 2006年予定

BP他
スタットオイル／
BP，ルクアジ
アップOIEC他

アゼリ＝チラ シャー･デニス･
グ＝グネシリ ガス田

50億バレル 22兆立方フィート

ジェイハン エルズルーム

1,700km 740km

66億m3

29億ドル 32億ドル

油田の ガス田の
経済性 経済性

－ トルコ経済

天然ガス・パイプライン
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パイプライン トルクメニ コルペジェ－ セントガススタンガス クルトクイ

トルクメニスタン

ガ ス

中 国 イラン パキスタン

FS 1993～95年 稼働中 検討中

－ 1997年 －

エクソン
三菱商事
CNPC

アム＝ダリア河 コルペジェ・ガ ダウレタバード
北岸ガス田群 ス田（南カスピ）・ガス田

－ 40.6兆立方フィート

連雲港 クルトクイ ムルタン

6,130km 200km 1,470km

80億m3 200億m3

100億ドル 20～30億ドル

「西気東輸」へ 北部イラン アフガニスタン
のつなぎ込み の需要 復興

中国国内産 － パキスタン
ガスの利用 のガス発見

供 給 国

石油／ガス

市 場

現 状

稼 働 開 始

オペレーター
／パートナー

供給油・ガス田

埋 蔵 量

ターミナル

総 延 長

年間輸送量

費 用

推 進 要 因

阻 害 要 因

表22 トルクメニスタン・アゼルバイジャンの石油・

（出所）筆者作成。



ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
経
由
で
は
な
く
独
自
ル
ー
ト
で
ガ
ス
を
輸
出
し
、
外
貨
を
獲

得
す
る
こ
と
が
悲
願
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
、
対
ロ
シ
ア
輸
送
問
題
が
も
ち
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
ト

ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
ガ
ス
を
カ
ス
ピ
海
を
通
り
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
経
由
で
ト
ル
コ
ま
で
運
ぶ
「
ト
ラ
ン

ス
・
カ
ス
ピ
ア
ン
･
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
計
画
が
一
九
九
○
年
代
に
進
め
ら
れ
た
が
、
前
述
の
と
お
り
九
九

年
七
月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
カ
ス
ピ
海
で
シ
ャ
ー
・
デ
ニ
ス
・
ガ
ス
田
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
使
用
容
量
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
、
こ
の
構
想
も
頓
挫
し

た
。プ

ー
チ
ン
は
首
相
に
就
任
す
る
や
、
関
係
の
悪
化
し
て
い
た
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
と
、
一
九
九
九
年
暮

れ
か
ら
ロ
シ
ア
と
ガ
ス
販
売
交
渉
を
行
な
い
、
二
○
○
○
年
か
ら
ロ
シ
ア
向
け
の
ガ
ス
輸
出
を
再
開
し
た
。

こ
れ
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
外
交
的
勝
利
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ス
の
国
境
渡
し
価
格
は
、
四
○

／

一
○
○
○
立
方

で
あ
る
が
、
対
欧
州
向
け
輸
出
価
格
が
約
一
二
○

／
一
○
○
○
立
方

で
あ
る
こ
と

か
ら
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
に
輸
出
す

る
こ
と
が
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
ロ
シ
ア
も
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
も
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
利

益
を
享
受
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
輸
出
価
格
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
三
年
に
四
四

／
一
○
○
○
立
方

ま
で
値
上
げ
が
達
成
で
き
た
。
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ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
天
然
ガ
ス
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
経
由
で
パ
キ
ス
タ
ン
に
送
る
セ
ン
ト
・
ガ
ス
計

画
は
、
タ
リ
バ
ン
掃
討
後
、
再
び
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
供
給
先
と
い
わ
れ
て
い
る
パ
キ
ス
タ
ン
は
国

内
ガ
ス
の
生
産
を
優
先
さ
せ
る
方
針
で
、
当
面
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
ガ
ス
を
受
け
入
れ
る
余
地
は
な
い
。

一
方
で
、
イ
ラ
ン
産
ガ
ス
を
パ
キ
ス
タ
ン
経
由
で
イ
ン
ド
に
供
給
す
る
計
画
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
現
状
の

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
関
係
か
ら
困
難
が
あ
る
。
本
件
は
、
現
実
性
の
薄
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
み
ら
れ
て

い
た
が
、
最
近
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
は
前
向
き
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

中
国
向
け
の
天
然
ガ
ス
･
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
は
、
一
九
九
○
年
代
前
半
に
三
菱
商
事
、
エ
ク
ソ
ン
、

Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
の
間
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
段
の
動
き
に
ま
で
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

将
来
的
に
は
中
国
の
「
西
気
東
輸
」
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
な
ぎ
込
む
と
い
っ
た
形
の
展
開
は
あ
り
得

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
以
外
に
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
カ
ス
ピ
海
に
近
い
コ
ル
ペ
ジ
ェ
・
ガ
ス
田
の
ガ
ス
を
、

カ
ス
ピ
海
東
岸
を
南
下
し
て
イ
ラ
ン
の
ク
ル
ト
ク
イ
ま
で
送
る
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
一
九
九
七
年
か
ら

稼
働
し
て
い
る
。
現
状
で
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
ガ
ス
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
以
外
で

は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
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